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市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。
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栃木市の人口
人口／ 163,629人  (ー48)

男／  81,100人  (ー22)
女／  82,529人  (ー26)

世帯数／62,894世帯 (ー71)
※外国人登録を含む
　8月末現在（ ）内は前月比

　県
内
初
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
F
M
で

あ
る「
F
M
く
ら
ら
8
5
7
」が
い

よ
い
よ
開
局
し
ま
す
。

　F
M
く
ら
ら
8
5
7
は
、市
が

施
設
整
備
を
行
い
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
株
式
会
社
が
運
営
を
行
う
公
設

民
営
方
式
で
開
局
の
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。そ
の
準
備
の
最
中
、

先
日
の
大
雨
被
害
に
よ
り
栃
木
市

は
多
く
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、F
M
く
ら
ら
8
5
7
は
急

き
ょ
試
験
放
送
を
切
り
替
え
て
、

9
月
15
日（
火
）に
臨
時
災
害
局

「
と
ち
ぎ
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
」と
し

て
開
局
し
、支
援
情
報
や
交
通
規

制
な
ど
の
情
報
を
伝
え
て
き
ま
し

た
。　そ

し
て
い
よ
い
よ
11
月
3
日

（
火
・
祝
）の
8
時
57
分
か
ら
、運

営
者
で
あ
る
樋
ノ
口
町
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
株
式
会
社
を
メ
イ
ン
ス
タ
ジ

オ
に
、そ
し
て
蔵
の
街
大
通
り
沿
い

の
観
光
情
報
物
産
館
コ
エ
ド
市
場

（
倭
町
）に
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

を
据
え
、本
格
的
な
放
送
を
開
始

し
ま
す
。サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
は
、

外
か
ら
ス
タ
ジ
オ
が
見
え
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、蔵
の
街
大
通
り
を

通
り
か
か
っ
た
人
で
も
実
際
に
放

送
し
て
い
る
様
子
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　市
民
が
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
躍
を
担
う

F
M
く
ら
ら
8
5
7
。多
く
の
市

民
の
方
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、た
く

さ
ん
役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
し
、

市
民
を
H
A
P
P
Y
に
で
き
る
放

送
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

〈
3
頁
は
F
M
く
ら
ら
8
5
7
特
集
〉

栃木市マスコット
キャラクター とち介
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10

インフォメーション
（今月の注目情報）
（各課からのお知らせ）
（募集）
（催し）
（講座）
（スポーツ）

みんなの伝言板
文化芸術のお知らせ
子育て広場
健康情報コーナー
とちぎ散歩／わが家の天使／お知らせ
写真特集

2市内被災状況と支援情報
特集① 栃木市のHAPPY STATION FMくらら857 特集② 栃木市の平成26年度決算状況 43

県内初のコミュニティFM

開局に向けて進むリハーサル
（ケーブルテレビ本社スタジオにて　9月28日撮影）

“人と人、心と心をつなぎ、「栃木市をＨＡＰＰＹに」
したい”という、放送局のコンセプトを表現しています。
○シンボルマークに込めた思い
水色………FMくらら857を表す「く」
グレー……蔵の屋根のイメージ
グリーン…発信する情報で背中を押して応援する「前進

の矢印」
ピンク……みんなＨａｐｐｙなココロの「ハート」

栃木市をHAPPYにする   　　　　　　　本格始動

２０１５（平成２７）年１０月２０日　発行1 広報とちぎ　１１月号
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木の花ホーム　検索
〒322-0606
栃木市西方町本城62-3詳しいイベントの内容は

こちらでチェック！！

大感謝祭
2日間限定!!

in 木の花ホーム本社AM10:00～PM4:00

11 土 日21 22

今年1年の感謝を込めて

　
9
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号
の
接
近
に
よ
り
降
り
続
い
た
雨
は
、
記
録
的
な
大
雨
と

な
り
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
9
月
9
日
の
総
雨
量
だ
け
で
も
、
観
測
史
上
1
位
と
な
る
2
9
9
ミ
リ

を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
降
り
続
い
た
雨
の
影
響
に
よ
り
、
市
内
中
心
部
を
流
れ
る

巴
波
川
を
は
じ
め
、
各
地
で
中
小
の
河
川
が
氾
濫
し
、
溢
れ
た
水
が
市
内
に
大
量
に
流

れ
込
む
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
雨
に
よ
り
残
念
な
が
ら
、
藤
岡
地
域
に
お
い
て
1
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
内
各
地
で
も
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
建
物
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
9

月
30
日
現
在
で
、
床
上
浸
水
が
3
4
8
棟
、
床
下
浸
水
が
1
，
2
6
6
棟
、
損
壊
9

棟
の
計
1
，
6
2
3
件
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
で
は
避
難
所
を
16

箇
所
開
設
し
、
最
大
で
は
4
4
6
世
帯
、
1
，
0
5
5
人
の
方
が
一
時
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
市
で
は
、
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た

お
宅
に
10
万
円
、
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
お
宅
に
1
万
円
の
お
見
舞
金
を
交
付
い

た
し
ま
す
。
少
し
で
も
復
旧
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
砂
崩
れ
、
冠
水
な
ど
に
よ
る
道
路
被
害
が
84
箇
所
、
通
行
止
め
に
つ
い
て
は

1
0
5
箇
所
発
生
し
ま
し
た
。
多
く
は
既
に
解
消
し
て
お
り
ま
す
が
、
道
路
の
陥
没
や

橋
の
落
下
等
に
よ
り
、
早
期
の
復
旧
が
難
し
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
農
作
物
や
農
業
施

設
の
被
害
も
深
刻
で
す
。
2
，
0
0
0
戸
以
上
も
の
農
家
が
被
害
を
受
け
、
被
害
金
額

は
約
12
億
7
，
0
0
0
万
円
に
の
ぼ
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
や
工
場
、

商
店
な
ど
で
も
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
害
に
対
す
る
市
の
支
援
や
各

施
設
の
復
旧
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
新
聞
折
込
の
チ
ラ
シ
や
広
報
と
ち
ぎ
特

別
号
、
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
発
生
直
後
よ
り
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
9
月
29
日
ま
で
に
全
国
か
ら
延
べ
1
，
5
1
9
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
栃

木
市
に
駆
け
つ
け
、
被
災
住
宅
の
片
付
け
や
被
災
ゴ
ミ
の
収
集
な
ど
の
作
業
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
職
員
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と一
緒
に
連
日
の
復
旧
作
業
に
参
加
し
、
共
に
協
力
を
し
な
が
ら一
歩
一
歩

着
実
に
、
復
旧
へ
と
歩
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
内
各
所
で
被
災
し
ま
し
た
施
設
等
の
復
旧
に
全
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、
一日
で
も
早
い
市
民
生
活
の
復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
復
旧
ま
で
は

色
々
と
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。栃

木
市
長

　
鈴
木
俊
美

こ
の
た
び
の
関
東
・
東
北
豪
雨
に
お
い
て

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

50
年
に
一
度
の
大
雨
被
害

▲被災現場の視察

▲避難所にて

○人的被害…死亡1人 ○建物床上…浸水348 棟
○建物床下…浸水1，266棟 ○建物損壊…9棟
○道路被害…84箇所
○河川・橋梁被害…21箇所（うち落橋4箇所）
○農業被害…被害農家戸数 2,052戸、被害面積1，497ha、

被害額（推計）約12億7000万円
○土砂崩れ…75箇所
◆避難状況…16箇所避難所開設　一時避難者数446世帯1，055人

▲冠水する市役所本庁舎周辺 ▲浸水した部屋小学校

市内被災状況と支援情報
1．市内被災状況（9月30日現在）

2．支 援 情 報
支援内容 概要 問合先

災害見舞金の
支給

災害により居住の住宅や事業を営む事業所が全壊、半壊、床
上浸水、床下浸水の被害を受けた世帯主・事業主の方に見舞
金を支給します。

本 社会福祉課
 ☎（21）2202

被災者住宅及び
事業所の復旧支
援事業費補助金
の交付

市内に住所を有する個人が所有する住宅の復旧費用または
市内にある事業所等の復旧費用を補助します。

本 危機管理課
 ☎（21）2551

浸水被害による
家屋の固定資産
税・都市計画税
の減額

床上浸水により住宅の機能損失などの損傷を受けた住宅に
ついて、申請により今年度これから到来する納期分が減額
できる場合があります。各地域の資産税担当課に問い合わ
せください。

本 資産税課 ☎（21）2271
大 税務課 ☎（43）9208
藤 税務課 ☎（62）0902
都 税務課 ☎（29）1101
西 地域まちづくり課
 ☎（92）0304
岩 税務課 ☎（55）7751

所得税及び市県
民税の雑損控除

住宅や家財が被害を受けた場合、確定申告等をすることに
より、平成27年分の所得税や、来年度の住民税で雑損控除
を受けられる場合があります。

本 市民税課 ☎（21）2265
栃木税務署 ☎（22）0885

納税相談 大雨による被害により市税等の納付が困難な場合は、下記
まで相談にお越しください。

本 収税課 ☎（21）2281
大 税務課 ☎（43）9208
藤 税務課 ☎（62）0902
都 税務課 ☎（29）1101
西 地域まちづくり課
 ☎（92）0304
岩 税務課 ☎（55）7751

支援内容 概要 問合先
被災した建築物
に関する相談

被災した住宅および建築物の復旧に関する相談を受け付け
ます。

本 建築課
 ☎（21）2441、2442

企業向け融資 被災された中小企業向けの融資制度相談を受け付けます。 本 商工観光課
 ☎（21）2372

障がい者の相談 被災された障がい者の方の不安等の相談支援を行います。 本 社会福祉課
 ☎（21）2205

高齢者の相談 被災された高齢者の方の不安等の相談支援を行います。 本 地域包括ケア推進課
 ☎（21）2244
または各地域の地域包
括支援センターへ

災害義援金の
募集

受付方法
○口座振替
・ 足利銀行栃木支店　普通 5056843　栃木市災害対策本部
・ ゆうちょ銀行・郵便局　00120-8-324037
 栃木市災害対策本部
※足利銀行の本支店および全国地方銀行協会会員銀行、ゆ
うちょ銀行・郵便局の窓口での振込の場合は、取扱い手数料
が無料になります。
○窓口受付
本 財政課または各総合支所地域まちづくり課へ
受付:平日8時30分～17時15分

本 財政課 ☎（21）2321

※災害支援を語った義援金詐欺等には十分ご注意ください。

2２０１５（平成２７）年１０月２０日　発行 市内被災状況と支援情報広報とちぎ　１１月号



栃木市のHAPPY STATION特集①

11
月
3
日（
火
・
祝
）の
8
時
57
分
か
ら
本
格
始
動
す
る
F
M
く
ら

ら
8
5
7
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
放
送
局
な
の
か
、
ど
ん
な
放
送
を
す
る

の
か
な
ど
徹
底
解
説
し
ま
す
。

1
．
放
送
局
に
つ
い
て

F
M
く
ら
ら
8
5
7
は
、
栃
木
市
を
発
信
拠
点
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
放
送
局
で
す
。
地
域
を
限
定
し
た
放
送
局
で
、
栃
木
市
や

周
辺
地
域
で
お
手
持
ち
の
ラ
ジ
オ
の
周
波
数
を
85
・
7
M
H
z
に
合
わ

せ
る
と
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
密
着
し
た
情
報
や
、
地
域

の
特
色
を
活
か
し
た
番
組
、
防
災
・
災
害
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
栃
木
市
の
情
報
を
盛
り
だ
く
さ
ん
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
い
ち
早
く
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
F
M
く
ら
ら
8
5
7
は
栃
木
市
民
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
放
送
で

あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
き
、
栃
木
市
を

H
A
P
P
Y
に
す
る
放
送
局
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2
．
愛
称
に
つ
い
て

5
月
に
愛
称
募
集
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
5
0
0
件
以
上
も
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
候
補
数
も
多
く
、
栃
木
市
を
連

想
さ
せ
、
ま
た
可
愛
ら
し
い
響
き
で
幅
広
い
世
代
へ
の
親
し
み
や
す
さ

を
予
感
さ
せ
る
「
F
M
く
ら
ら
」
と
、
周
波
数
の
85
・
7
M
H
z
の

8
5
7
を
合
わ
せ
た
「
F
M
く
ら
ら
8
5
7
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

3
．
放
送
内
容
に
つ
い
て

放
送
は
、
7
時
か
ら
21
時
の
14
時
間
を
生
放
送
で
行
い
ま
す
。
生
放

送
に
す
る
こ
と
で
、
今
ま
さ
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
旬

な
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
こ
と
を
よ
く

知
る
市
民
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
活
躍
す
る
番
組
も
多
数
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。
ス
タ
ジ
オ
を
飛
び
出
し
て
多
く
の
情
報
を
収
集
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
得
な
情
報
や
役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
緊
急
番
組
を
編
成
し
、
災
害
状
況
や
避
難
に
必
要

な
情
報
な
ど
を
い
ち
早
く
お
伝
え
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
、
焦

ら
ず
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
放
送
を
聞
い
て
、
安
全
に
避
難

が
で
き
る
よ
う
、
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

市
の
情
報
番
組
は
、
平
日
の
11
時
か
ら
「
と
ち
介
P
（
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
）
の
H
A
P
P
Y 

T
O
W
N
」
と
し
て
、
と
ち
介
情
報
や
、
市
内
で

活
動
す
る
各
種
団
体
、
図
書
館
、
蔵
の
街
美
術
館
な
ど
か
ら
、
本
市

の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
よ
う
な
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。

4
．
F
M
く
ら
ら
8
5
7
の
聴
き
方
に
つ
い
て

★
F
M
ラ
ジ
オ
で
聴
く

周
波
数
を
85
・
7 
M
H
z
に
合
わ
せ
る
。

★
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
聴
く

ア
プ
リ
の
「
F
M
＋
＋（
プ
ラ
プ
ラ
）」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

ア
プ
リ
で
聴
く
。

※
A

ppStore

、Play

ス
ト
ア
で
「
F
M
く
ら
ら
8
5
7
」
や
「
栃

木
市
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
聴
く

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
配
線
を
音
響
機
器
に
繋
ぐ
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
確
認
く
だ
さ
い
。

5
．
防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て

防
災
ラ
ジ
オ
と
は
、
災
害
時
に
緊
急

放
送
を
受
信
し
て
自
動
的
に
電
源
が
入

り
、
緊
急
放
送
が
流
れ
る
ラ
ジ
オ
の
こ

と
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
防
災
ラ
ジ
オ

を
公
共
施
設
や
小
中
学
校
、
福
祉
施
設

等
に
配
備
し
て
い
き
ま
す
。

7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

LIVE ON くらら857

am スマイリング！

とち介PのHAPPY TOWN
くららんランチ

Koikoi－Kulala

ヨルDoすん？
YORAナイト！ くらら857

くらら857便 TAKE OFF

サンサンモーニング

サンデーラヂオ

ひるなびサンデー

KOEDOサンデーズ

COCOLO リセット
スタートナイト857

モーニング

ビフォアヌーン

ランチ

アフタヌーン

イブニング

ナイト

タイムゾーン 月 火 水 木 金 土 日

サタサタモーニング

サタデーラヂオ

ひるなびサタデー

KOEDOサタデーズ

週末ここから頑張らNight

そろそろひるめし

ミドコロコエド

FMくらら857番組プログラム

月 火 水 木 金
とち介PのHAPPY TOWN

栃木市役所へようこそ♪ 

とち介の部屋 とちぎで輝く 出前図書館 FMミュージアム
とちぎ発アート

のんびり
とちぎ散歩

11時～
11時54分

◆
問
合
先

■本
秘
書
広
報
課
　
　
☎

（21）
2
3
1
8

F
M
く
ら
ら
8
5
7
☎

（20）
1
8
5
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（20）
3
8
5
7

　 fm
kulala857@

cc9.ne.jp

F
M
く
ら
ら
8
5
7
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　 http

：//w
w

w
.fm

kulala857.jp
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

　
0
1
2
0

（25）
1
8
1
9

▲FMくらら857
　QRコード

▲コエド市場内にあるサテライトスタジオ

F
M
く
ら
ら
8
5
7
は
街
全
体
が
ス
タ
ジ
オ
で
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
栃
木
市
を
元
気
に
H
A
P
P
Y
に
で
き
る
放
送
局
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
や
メ
ー
ル
、

F
A
X
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

農業生産に貢献する

製造元  有限会社 昭栄工業
栃木市都賀町家中1011-2  TEL0282-27-0079

いちご生産者の皆様へ
「いちごパック、ラップ包装機」
搬送コンベア、ラップ包装機、40パックストック、
選果テーブル等の組合せ装置です。作業性が
良く、能率アップされます。ぜひ、お使い下さい。

板倉 安秀税理士・
行政書士 日向野 司パートナー

公認会計士 三輪 　誠パートナー
司法書士

松嶋 央行パートナー
税理士 大島 　康パートナー

税理士 岩﨑 　賢パートナー
税理士

門澤 武男パートナー
税理士 板倉 克已パートナー

税理士 林 　利次パートナー
税理士

経営・会計・税務・国際税務のパートナー

▲防災ラジオ

3 特集① FM くらら 857 ２０１５（平成２７）年１０月２０日　発行広報とちぎ　１１月号



　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）に基
づき、健全化判断比率等（財政の健全性を判断する指標）を算定し、
監査委員の審査、議会への報告を行いましたので、公表します。
　健全化判断比率等にはそれぞれ早期健全化基準があり、いずれか
一つでも満たさない場合には、財政活動の制限を受けます。

1. 健全化判断比率の状況
　本市の指標は、いずれも国が定める早期健全化基準以下ですので、
財政状況は、概ね健全であるという状況です。

【実質赤字比率】
　標準的な年間収入に対する一般会計の実質的な赤字額の割合で、
数値が高いほど悪化していることを示すものです。

【連結実質赤字比率】
　標準的な年間収入に対する全ての会計の実質的な赤字額の割合
で、数値が高いほど悪化していることを示すものです。

【実質公債費比率】
　標準的な年間収入に対する一般会計などの実質的な借入金の返済
額の割合で、数値が高いほど悪化していることを示すものです。18％
を超えると、起債が制限されます。

【将来負担比率】
　標準的な年間収入に対する一般会計、特別会計、一部事務組合、第
3セクターなどが抱える負債残高の割合です。年間収入に対して負債
額が何年分に相当するかを示すものです。本市は、57.1％ですので、約
7か月分に相当します。

2. 資金不足比率の状況
　全ての公営企業会計において、資金不足は発生していないため、概
ね健全な運営が行われている状況です。

【資金不足比率】
　公営企業会計ごとに、事業の規模に対する資金不足額の割合を示
すもの。

監査委員の意見

　健全化判断比率の審査を終えた監査委員から、8月18日に意見
書が市長に渡されました。意見の要旨は次の通りです。

「本市の健全化判断比率の各比率は全てにおいて早期健全化基準
を下回り、本市財政は適正に運営されている。しかしながら、経済
情勢は依然不透明な状況にあり、合併後5年を経過した本市にお
いても財政運営に多大な影響を与える多くの課題が山積している
ことから、限られた財源をより効率的・効果的に活用するとともに、
総合計画に掲げた諸施策を積極的に推進し、市民福祉の向上に寄
与されるよう望むものである。」

○
一
般
会
計
の
決
算

　平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
歳
入（
収
入
）が
、6
8
9
億
7
，5
4
2
万
1
千
円
、歳
出（
支
出
）が

6
4
9
億
3
，5
6
7
万
8
千
円
で
し
た
。差
し
引
き
は
4
0
億
3
，9
7
4
万
3
千
円
の
黒
字
で
し
た
が
、平
成
26

年
度
で
引
き
続
き
実
施
す
る
事
業
に
使
う
財
源
が
9
億
5
，7
5
9
万
3
千
円
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、実
質
的
な
収

支
は
3
0
億
8
，2
1
5
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

◇
問
合
先  

■本
財
政
課
☎

（21）
2
3
2
1

★
地
方
交
付
税

　全
国
す
べ
て
の
市
町
村
が
等
し
く
一
定
水
準
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、税
収
の

少
な
い
市
町
村
に
対
し
て
国
税
の
一
部
か
ら
配
分

さ
れ
る
お
金
で
す
。

★
国
庫
支
出
金

　特
定
の
事
業
に
対
し
て
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
お

金
で
す
。

★
市
債

　1
年
を
超
え
る
借
入
金
の
こ
と
で
す
。道
路
を

造
っ
た
り
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き
に
、

国
や
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
ま
す
。

　な
お
、財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
、い
わ
ゆ
る

「
赤
字
債
」の
発
行
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

★
臨
時
財
政
対
策
債

　本
来
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き

特
例
地
方
債
で
す
。元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
後

年
度
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

★
一
般
財
源

　市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
使
用
目
的
が
限
定

さ
れ
な
い
収
入
の
こ
と
で
す
。

栃
木
市
の
平
成
26
年
度
決
算
状
況

歳　入

歳　出

市税
219億2,099万5千円

民生費
205億3,070万8千円

総務費
89億4,712万9千円

教育費
77億8,538万7千円

公債費
67億9,627万8千円

衛生費
63億8,259万5千円

土木費
56億1,938万円

商工費
35億7,410万円

その他
53億10万1千円

地方交付税
109億8,822万2千円

国庫支出金
69億2,180万7千円

市債
60億4,190万円

諸収入
51億1,026万9千円

繰入金
46億8,326万4千円

県支出金
42億6,508万円

その他
90億4,388万4千円

歳入合計
689億7,542万1千円

歳出合計
649億3,567万8千円

○目的税の使いみち （単位：千円）

入　湯　税

都市計画税

12,595

864,896

・観光振興のための支出
・消防施設整備のための支出

・土地区画整理、街路整備、下水道整備、公園整備等のための支出
・上記の事業を実施したときに借入れた市債の返済のための支出

税　目 収入額 使 い み ち

○特別会計 （単位：千円）

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険（保険事業勘定）

介護保険（介護サービス事業勘定）

下水道

農業集落排水

医療福祉モール

千塚町上川原産業団地

19,239,988

1,660,188

13,075,048

43,523

4,843,181

342,753

52,368

1,094,781

40,351,830

18,755,485

1,648,056

12,841,033

42,384

4,690,456

333,170

51,285

1,026,926

39,388,795

区　　　　　　分 歳　　入 歳　　出

合　　　　　計

○一世帯あたりの行政コスト

民生費

総務費

教育費

土木費

衛生費

公債費

商工費

その他

高齢者、障がい者、生活保護など福祉のための経費

税務や市役所の全般的な事務の経費

小中学校の整備・運営や社会教育のための経費

道路・公園・河川などを整備する経費

各種検診やごみ処理等の経費

市債の元金返済や利息の支払いのための経費

中小企業の支援、観光など商工業振興の経費

議会運営、労働者の支援、農林業の振興、消防に関する経費

平成27年3月31日現在世帯数　62,460世帯

31.6

13.8

12.0

10.5

9.8

8.6

5.5

8.2
合　　　　　　　　　　　計

割合（％）一世帯あたりの
行政コスト（円）分　　　　　　野

328,702

143,246

124,646

108,810

102,187

89,968

57,222

84,856

1,039,636

財
政
用
語
解
説

健全化判断比率等についてお知らせします

○市債残高（臨時財政対策債を含む） （単位：千円）

25年度末

61,061,261

26年度末

60,944,834

26年度末

101,869,940

25年度末

102,581,280

一　般　会　計 市債全体（一般会計・特別会計・水道事業会計） 

※25年度末には、旧岩舟町分及び旧栃木地区広域行政事務組合分を含む。

―
（資金不足なし）

―
（資金不足なし）

―
（資金不足なし）

―
（資金不足なし）

―
（資金不足なし）

水道事業
会計

下水道
特別会計

農業集落
排水特別会計

医療福祉モール
特別会計

千塚町上川原
産業団地特別会計

平成26年度 ―
（実質赤字額なし）

―
（連結実質赤字額なし） 8.9% 57.1％

早期健全化基準 11.55％ 16.55％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 30.00％ 35.0％

健全化
判断比率

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

4２０１５（平成２７）年１０月２０日　発行 特集② 栃木市の平成26年度決算状況広報とちぎ　１１月号



栃木市プレミアム付き商品券
「共通券」「専用券」取扱店

スタッドレスタイヤに履き替えて
冬のドライブに安心感を！

栃木市城内町２－４０－１
定休日 / 年中無休 ( お盆と年末年始除く)
http://www.tire-vortex.com

TEL0282-22-8844
営業時間 /AM9:30～PM7:00

タイヤショップ  ヴォルテックス

相続・登記・裁判所関係書類作成等

司法書士・土地家屋調査士・行政書士

栃木市旭町19番16号 栃木市文化会館斜め前
TEL0282（24）2555（平日）8：00～19：00

（土・日・祝） 事前予約にて承ります

佐 山 隆 事 務 所

親身になって相談に応じます
かたづけ屋☆栃木 です！

☆家屋の一般廃棄
（テーブル、家具、衣服、家電など）の処理

栃木市指定環第19号　一般廃棄物処理業

㈱Cri-Kai 栃木市宮町55-1
TEL 0282-30-1632　FAX 0282-31-2870　
E-mail cri-kai@cc9.ne.jp　※一時預かりも致します。

あなたのお家は、深呼吸してますか？

　「
冬
み
ず
田
ん
ぼ
」ご
存
じ
で
す
か
。
冬
、田

ん
ぼ
に
水
を
張
り
、無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
稲

を
育
て
る
自
然
農
法
で
す
。
先
日
、こ
れ
を
実

践
さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
冬
、

田
ん
ぼ
に
や
っ
て
来
る
渡
り
鳥
等
が
、よ
い
土

作
り
を
生
む
そ
う
で
す
。
害
虫
に
は
食
べ
ら
れ

ま
す
が
、農
薬
は
使
用
せ
ず
稲
の
力
を
信
じ
て

見
守
り
ま
す
。
稲
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
つ
つ
も
、

簡
単
に
は
負
け
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
信
じ
て

待
つ
こ
と
も
大
切
な
仕
事
だ
そ
う
で
す
。
自

然
農
法
で
は
、様
々
な
生
物
と
の
か
か
わ
り
が

重
要
で
、害
虫
等
か
ら
の「
適
度
な
ス
ト
レ
ス
」

を
受
け
る
こ
と
も
必
要
で
、上
手
に
対
応
し
て

い
く
の
を
見
守
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

子
育
て
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、遊
び
や
学
習
、友
達
関
係

等
、日
々
、様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、子
ど
も
た
ち
が
、こ
の
ス
ト
レ
ス
に
上

手
に
対
応
で
き
る
よ
う
、自
分
で
考
え
、行
動
し

よ
う
と
す
る
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
大
人
が

す
ぐ
手
を
出
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、待
つ

こ
と
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、子
ど
も
が
、な
か

な
か
や
ら
な
い
時
や
途
中
で
投
げ
だ
そ
う
と

し
て
い
る
時「
早
く
し
て
…
」と
つ
い
言
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、「
こ
こ
ま
で
や
ろ
う
、一
緒
に
や

ろ
う
」等
と
こ
と
ば
か
け
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

親
の
こ
と
ば
か
け
ひ
と
つ
で
、子
ど
も
が
自
分

か
ら
行
動
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
子
ど
も
が
や
り
終
え
た
時
、し
っ

か
り
認
め
、ほ
め
ま
す
。
親
は
、い
つ
で
も
、わ

が
子
を「
信
じ
て
・
待
っ
て
・
励
ま
し
て
・
認
め

て
・
ほ
め
る
」そ
し
て
、最
後
ま
で「
笑
顔
で
見

届
け
る
」こ
と
。
子
育
て
の
基
本
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、自
分
で
す
す

ん
で
行
動
し
よ
う
と
す
る
力
が
身
に
つ
い
て
き

ま
す
。

本 

生
涯
学
習
課 

☎（
21
）2
4
9
0

41

自
然
農
法
か
ら

学
ん
だ
子
育
て
の

基
本

ネ
ッ
ト
上
に
は「
副
収
入
を
お
考

え
の
方
・
必
ず
も
う
か
り
ま
す
」

「
月
10
万
円
稼
ぐ
方
法
」「
自
宅
で

開
業
」と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
、ほ

と
ん
ど
元
手
の
な
い
個
人
で
も
簡
単
に
収
入
が

得
ら
れ
る
と
思
わ
せ
る
情
報
商
材
が
有
料
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
う
簡
単
に
誰

で
も
収
入
が
得
ら
れ
る
は
ず
は
な
く
、収
入
を

得
る
た
め
に
そ
れ
な
り
の
努
力
が
必
要
な
の
は
、

現
実
の
世
界
と
何
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ス
ポ
ン
サ
ー
を

持
っ
て
い
な
い
応
募
者
に
、そ
の
仕
事
を
す
る

為
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、サ
イ
ト
開
設
費
用

や
サ
ポ
ー
ト
費
用
な
ど
の
名
目
で
高
額
な
金
額

を
自
己
負
担
さ
せ
ま
す
が
、結
果
と
し
て
ま
っ

た
く
収
入
に
つ
な
が
ら
な
い
、と
い
う
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
悪
質
な
内
職
商
法
の

一
つ
で
す
。
事
業
者
は
仕
事
を
与
え
る
の
で
は

な
く
、仕
事
を
始
め
る
に
当
た
り
必
要
だ
と
称

し
て
何
ら
か
の
費
用
を
負
担
さ
せ
る
事
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
手
元
に
現
金
が
な
い
と
、事
業
者
に
消
費
者

金
融
か
ら
の
借
り
入
れ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
現
金
化
を
勧
め
ら
れ
、最
終
的
に
多
額
の
負

債
を
抱
え
込
む
事
に
な
り
ま
す
。
契
約
に
当
た

り
大
半
が
身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
個
人
情

報
の
提
出
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
返
金
保
証
」な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
何
ら
か

の
理
由
を
付
け
て
返
金
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
収
入
を
得
る
前
に
高
額
な
自
己

負
担
を
要
求
す
る
も
の
に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

◆
問
合
先

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

（
入
舟
庁
舎
☎（
23
）8
8
9
9
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た〝
手
軽
な
副
業
〞に

要
注
意

栃
木
市
の

総
合
的
空
き
家
対
策

10
月
よ
り
総
合
的
空
き
家
対
策
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

　
空
き
家
で
お
困
り
の
所
有
者

の
方
に
3
つ
の
お
知
ら
せ
で
す
。

①
自
ら
空
き
家
を
管
理
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
々
の
た
め
、

「
栃
木
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

及
び
有
効
活
用
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、市
と
協
定
を
締
結
し

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

「
空
き
家
管
理
代
行
業
務
」を
開

始
し
ま
し
た
。

　
適
正
に
管
理
さ
れ
た
空
き
家

は
、「
あ
っ
た
か
住
ま
い
る
バ
ン

ク
」を
通
じ
て
賃
貸
･
売
買
な

ど
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

②
10
月
1
日
か
ら
空
き
家
の
解

体
費
補
助
制
度
の
対
象
を
拡
大

し
、倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

だ
け
で
な
く
、老

朽
化
が
激
し
く

再
利
用
が
困
難

な
空
き
家
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

③
空
き
家
を
解

体
す
る
と
特
例

措
置
が
解
除
さ

れ
、
固
定
資
産

税
等
が
上
が
っ

て
し
ま
う
こ
と

が
空
き
家
を
放

置
す
る
一
因
と

な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
危
険
な

「
特
定
空
家
」に
認
定
さ
れ
勧
告

さ
れ
る
と
空
き
家
が
建
っ
て
い

て
も
特
例
が
解
除
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
特
定
空
家
」を
市
の

助
言
･
指
導
に
基
づ
き
解
体
し

た
場
合
は
、翌
年
か
ら
最
長
2
年

間
、従
来
ど
お
り
減
額
さ
れ
る
制

度
を
開
始
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

空
き
家
管
理
に
関
す
る
こ
と

（
公
社
）栃
木
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー 

☎
（23）

4
1
6
5

空
き
家
等
に
関
す
る
こ
と

本 

住
宅
課 

☎
（21）

2
4
5
1

固
定
資
産
税
等
に
関
す
る
こ
と

本 

資
産
税
課 

☎
（21）

2
2
7
6

栃木市総合的空き家対策

空き家の
解体支援
空き家の
解体支援

空き家の
維持管理支援
空き家の

維持管理支援
空き家の
活用支援
空き家の
活用支援

「負動産」から「富動産」へ

空き家相談窓口

岩 岩舟総合支所
〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751（代）
FAX55-4910

今
月
の
注
目
情
報

　
毎
秋
恒
例
の「
市
民
健
康
ま
つ
り
」を

開
催
し
ま
す
。
医
師
な
ど
に
よ
る
健
康

相
談
や
各
種
測
定
な
ど
が
受
け
ら
れ
た

り
、栃
木
市
ふ
る
さ
と
大
使
で
も
あ
る
古

今
亭
志
ん
橋
さ
ん
に
よ
る
落
語
が
聴
け

た
り
と
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
　
ど
な
た
で
も

◎
会
場
　
栃
木
中
央
小
学
校
体
育
館

◆
日
時

　
11
月
29
日（
日
）

10
時
〜
15
時

・ 
 

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー（
医
師
、歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、歯
科
技
工
士
、歯
科
衛
生
士
、

栄
養
士
）

・ 
 

測
定
コ
ー
ナ
ー（
動
脈
硬
化
、肺
活
量
、

呼
気
中
Co
濃
度
、骨
密
度
、体
組
成
、血

圧
・
血
糖
値
）

・ 
 

そ
の
他（
口
腔
が
ん
検
診
、
鍼
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
、肌
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
、ゲ
ー
ム
遊

び
、新
鮮
野
菜
や
豚
汁
の
販
売
な
ど
）

・ 
 

小
学
生
の
健
康
ポ
ス
タ
ー
展
示

・ 

抽
選
会

◎
会
場

　 

と
ち
ぎ
蔵
の
街
観
光
館

多
目
的
ホ
ー
ル

◆
日
時

　
11
月
29
日（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

・ 
 

市
民
公
開
講
座

 
 

落
語
： 

栃
木
市
ふ
る
さ
と
大
使
古
今
亭

志
ん
橋

 
 

健
康
座
談
会
：
古
今
亭
志
ん
橋
と
医
師

◆
入
場

　
無
料

◆
駐
車
場

　
旧
本
庁
舎
西
側
駐
車
場
と
本

庁
舎
立
体
駐
車
場

◆
問
合
先

本 

健
康
増
進
課 

☎
（25）

3
5
1
1

平成26年度市民健康まつりの
様子
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相談業務の案内
相談は気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

11月13日（金）27日（金）
10：00～12：00

本庁舎／本市民生活課
☎（21）2122

11月19日（木）
10：00～12：00

大平隣保館／本人権・男女共同参画課
☎（43）6611　  0120-46-7830

12月21日（月）
10：00～12：00

藤岡公民館／藤生活環境課
☎（62）0903

12月9日（水）
10：00～12：00

都賀総合支所／都生活環境課
☎（29）1102

11月11日（水）
10：00～12：00

西方総合支所／西生活環境課
☎（92）0308

12月8日（火）
10：00～12：00

遊楽々館／岩生活環境課
☎（55）7763

○総合相談
（行政・人権・家庭児童・青少年）

11月13日（金）27日（金）
10：00～12：00 本庁舎／本市民生活課

☎（21）2122〇宅地建物相談（土地・建物の売買や
賃貸借、所有と管理に関する相談）

11月13日（金）
10：00～12：00

○合同相談
（行政・人権・心配・困りごと）

11月10日（火）
9：30～11：30

ふるさとふれあい館／大生活環境課
☎（43）9211

11月24日（火）
9：30～11：30

老人憩いの家／都生活環境課
☎（29）1102

11月18日（水）
13：00～15：00

西方保健センター／西生活環境課
☎（92）0308

11月6日（金）
13：30～15：30

遊楽々館／岩生活環境課
☎（55）7763

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9：00～17：00

本庁舎市民相談室／本市民生活課
☎（21）2122

○消費生活相談 月～金曜日
9：00～16：00

入舟庁舎／消費生活センター
☎（23）8899

○年金相談 11月10日（火）
10：00～12：00

大平隣保館／本人権・男女共同参画課
☎（43）6611　  0120-46-7830

○外国人相談 11月21日（土）
20：00～22：00

大平隣保館／本人権・男女共同参画課
☎（43）6611　  0120-46-7830

○行政相談 11月10日（火）
10：00～12：00

藤岡公民館／藤生活環境課
☎（62）0903

○人権相談

月～金曜日
8：30～17：15

大平隣保館　☎（43）6611
　　　　 　  0120-46-7830
厚生センター　☎（24）2444
本人権・男女共同参画課　☎（21）2161

12月9日（水）
10：00～12：00

藤岡公民館／本人権・男女共同参画課
☎（21）2161

○いじめ相談電話
土･日･祝日･時間外は留守番電話･FAX

月～金曜日
9：00～17：00

本庁舎／本青少年育成センター
☎（24）0667　 FAX（21）2690

○青少年相談（非行問題・不登校など）月～金曜日
9：00～17：00

本庁舎／本青少年育成センター
☎（23）6566　 FAX（21）2690

○家庭児童相談
（0～17歳の子どもとその家族）

月～金曜日
9：00～16：00

本庁舎／本家庭児童相談室（こども課内）
☎（21）2227

○ドメスティック・バイオレンス相談
（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
9：00～16：00

本庁舎／本こども課
☎（21）2229

○就労支援相談（事前に要予約）
　（35歳以下の就労相談）

毎週月曜日（祝日を除く）
13：00～21：00

第1・3土曜日
17：00～21：00

栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少年
ホーム
☎（22）3113

本 =本庁 都 =都賀総合支所
大 =大平総合支所 西 =西方総合支所
藤 =藤岡総合支所 岩 =岩舟総合支所

　
市
が
発
注
す
る
物
品
等
の
納

入
、業
務
委
託
の
受
注
を
希
望
さ

れ
る
方
は
名
簿
へ
の
登
録
が
必

要
で
す
。

　
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

有
効
期
限
が
平
成
29
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
の
で
、今
回
の
申
請

は
不
要
で
す
。

　
登
録
の
な
い
方
で
平
成
28
年

度
に
お
い
て
、入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
①
物
品
購
入
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
、１

回
あ
た
り
50
万
円
未
満
の
小
規

模
な
取
引
を
希
望
さ
れ
る
市
内

業
者
は
②
小
規
模
物
品
等
契
約

希
望
者
登
録
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い（
両
方
に
登
録
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
）。

　
①
②
の
ど
ち
ら
に
申
請
す
れ

ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
場
合

は
、本 

契
約
検
査
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
、申
請
す
る

こ
と
で
指
名
を
約
束
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象

①
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

②
1
回
50
万
円
未
満
の
小
規
模

な
物
品
の
納
入
等
を
希
望
す
る

市
内
業
者

◆
申
込
み

①
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請

　
11
月
24
日（
火
）〜

12
月
11
日（
金
）

②
小
規
模
物
品
等
契
約
希
望
者

登
録
申
請

　
随
時

①
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請（
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
）

　
こ
の
制
度
は
、事
務
機
器
、車

両
、建
設
資
材
な
ど
の
物
品
の
納

入
、施
設
の
保
守
点
検
、運
送
な
ど

の
業
務
委
託
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
の
登
録
制
度
で
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

11
月
24
日（
火
）
〜
12
月
11
日

（
金
）（
閉
庁
日
を
除
く
）

◆
提
出
書
類
等

　
申
請
書
類
等
一
式
、税
の
証
明

書
及
び
法
人
登
記
の
写
し
、希
望

す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に

必
要
な
資
格
、免
許
等
を
証
明
す

る
書
類
の
写
し
な
ど
。
申
請
書

類
は
11
月
上
旬
か
ら
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び
契
約
検
査

課
で
配
布
予
定

◆
登
録
有
効
期
間

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

29
年
3
月
31
日
ま
で

②
小
規
模
物
品
等
契
約
希
望

者
登
録（
1
回
の
取
引
金
額
が

50
万
円
未
満
の
小
規
模
な
物
品

の
納
入
等
を
希
望
す
る
市
内
業

者
限
定
の
登
録
制
度
）

　
①
と
の
違
い
は
、1
回
あ
た
り

の
取
引
金
額
が
50
万
円
未
満
に

限
ら
れ
、入
札
に
な
る
よ
う
な
比

較
的
規
模
の
大
き
い
取
引
は
で

き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、少
額
の
事

務
用
品
、給
食
の
食
材
の
納
品
な

ど
を
行
う
事
業
者
向
け
の
制
度

と
な
り
ま
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

随
時（
閉
庁
日
を
除
く
）

◆
提
出
書
類
等

　
申
請
書
類
等
一
式（
2
枚
程
度
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
及
び

契
約
検
査
課
で
配
布
中
）、市
税

の
完
納
証
明
書
、希
望
す
る
業
種

を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
、免
許
等
を
証
明
す
る
書
類
の

写
し

◆
登
録
有
効
期
間

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

※
①
②
共
通

◆
申
請
方
法

〒
3
2
8

－

8
6
8
6
市
役
所

契
約
検
査
課
に
郵
送
ま
た
は
持

参（
本
庁
舎
3
階
36
番
窓
口
）

◆
問
合
先

本 

契
約
検
査
課

 

☎
（21）
2
3
6
1
、2
3
6
2

物
品
購
入
等
業
者
登
録
の
お
知
ら
せ

「
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
！
〜
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト

ネ
ッ
ト
〜
」

　
こ
こ
数
年
、
子
ど
も
た
ち
が

巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
事
件
の

ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
か
ら
届
き
ま

す
。
記
憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で

は
、尊
い
二
人
の
命
を
奪
っ
た
大

阪
府
寝
屋
川
市
の
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
の
複
雑
化
さ
れ

た
社
会
状
況
を
考
え
ま
す
と
、こ

う
し
た
悲
し
い
出
来
事
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
は
、学
校
や
家
庭

に
任
さ
れ
て
き
た〝
子
ど
も
た
ち

の
安
全
〞に
つ
い
て
、地
域
の
力

ア
活
動
に
は
、本
の
読
み
聞
か
せ

や
書
写
指
導
、
そ
ろ
ば
ん
の
指

導
、ミ
シ
ン
縫
い
な
ど
の
学
習
支

援
、卓
球
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、剣
道
、

柔
道
等
の
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
指
導
、

持
久
走
大
会
や
校
外
学
習
で
の

立
哨
指
導
、農
園
の
耕
し
、除
草
、

草
刈
り
、校
内
掲
示
物
作
成
な
ど

の
環
境
整
備
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、写
真
に
あ
る
よ
う

な〝
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守

る
〞活
動
に
は
多
く
の
地
域
の
方

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
い
い
ま
ち
は
　
い
い
学
校
を
つ

く
り
ま
す
。
そ
し
て
、地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
守

り
ま
す
。』

も
注
ぐ
こ
と
が
と
て
も
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

『
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
！
』

　
掲
載
し
た
写
真
は
、地
域
の
方

に
よ
る
交
通
安
全
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
様
子
で
す
。
地
元
の

小
学
生
が
地
域
の
方
に
見
守
ら

れ
、安
心
し
た
気
持
ち
で
毎
朝
登

校
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

子
ど
も
た
ち
が
下
校
す
る
時
に

も〝
安
全
見
守
り
〞と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ

ト
」
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ど
う
ぞ
、あ
な
た
の
力
を
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
お
貸
し

く
だ
さ
い
。
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト

の
活
動
に
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
、ぜ
ひ
左
記
へ
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

生
涯
学
習
課 

☎
（21）

2
4
8
8

と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト

毎日の登下校校指導の様子
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各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
市
制施

行
5
周
年
記
念
式
典

　
本
市
は
平
成
22
年
の
新
市
発

足
か
ら
5
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。

　
こ
れ
を
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
祝
し
、よ
り
一
層
の
市
勢
の
発

展
に
向
け
た
契
機
と
す
る
た
め
、

「
栃
木
市
制
施
行
5
周
年
記
念
式

典
」を
開
催
し
ま
す
。
式
典
で
は
、

市
歌
・
木
・
花
・
鳥
の
発
表
や
喜
多

川
歌
麿「
深
川
の
雪
」高
精
細
複

製
画
の
披
露
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
式
典
会
場
に
は
ど
な
た
で
も

入
場
で
き
ま
す
が
、多
く
の
方
に

来
場
い
た
だ
い
た
場
合
、客
席
数

の
関
係
上
、入
場
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
　

11
月
13
日（
金
）

13
時
開
場 

13
時
30
分
開
式

◆
会
場

　
栃
木
文
化
会
館（
旭

町
）

◆
問
合
先

本 

秘
書
広
報
課 

☎
（21）

2
3
1
1

平
成
28
年
版
県
民
手
帳
発
売

　
平
成
28
年
版
県
民
手
帳
が
11

月
上
旬
よ
り
、市
内
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
及
び
一
部
書
店

に
て
販
売
さ
れ
ま
す
。
価
格
は

ポ
ケ
ッ
ト
判
4
0
0
円
／
通
常

判
5
0
0
円
で
す
。

◆
問
合
先

本 

総
合
政
策
課 

☎
（21）

2
3
0
6

栃
木
県
県
民
生
活
部
統
計
課

☎
0
2
8

－

6
2
3

－

2
2
5
2

国
勢
調
査
へ
の
ご
回
答
は
お
済

み
で
す
か
?

国
勢
調
査
票
の
提
出

　
国
勢
調
査
は
、平
成
27
年
10
月

1
日
現
在
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対

抱
え
て
い
る
家
庭
を
支
援
し
、子

ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。

相
談（
通
告
）者
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

○
子
育
て
で
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
ら
、相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

よ
い
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

☆
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

◆
日
時

　
11
月
27
日（
金
）

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所

　
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
今
泉
町
2
丁
目
）

◆
講
師

　
若
倉
健
氏（
N
P
O
法

人
こ
こ
ろ
の
バ
ト
ン
理
事
長
）

◆
費
用

　
無
料

◆
相
談
・
通
告
先
、問
合
先

本 

こ 

ど 

も 

課 

☎
（21）

2
2
2
6

11
月
は「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

〜
子
ど
も
た
ち
を
　
育
て
よ
う

健
や
か
に
　
支
え
よ
う
み
ん
な
で
〜

　
近
年
、
子
ど
も
や
若
者
を
と

り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
情
報
化
社
会
の
進

展
に
よ
り
、
氾
濫
す
る
有
害
情

報
で
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
た
り
、

「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」な
ど
と
い
う

以
前
と
は
異
な
る
い
じ
め
が
起

き
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、景

気
の
悪
化
に
よ
り
非
正
規
労
働

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
若
者
、い
わ

ゆ
る
ニ
ー
ト
の
数
が
依
然
と
し

て
高
い
状
態
に
あ
り
、子
ど
も
や

若
者
が
未
来
に
夢
を
抱
け
ず
に

い
ま
す
。
一
方
、従
来
か
ら
問
題

視
さ
れ
て
い
た
児
童
虐
待
や
い

じ
め
に
つ
い
て
も
、い
た
ま
し
い

事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
青
少
年

が
新
し
い
時
代
の
担
い
手
と
し

て
、そ
の
個
性
や
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
、健
や
か
に
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
く
に
は
、家
庭
、

学
校
、地
域
、職
場
な
ど
の
地
域

社
会
全
体
で
行
動
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
も
う
一
度
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
考

優
先
し
ま
す
。

・ 
 「

法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」よ
り
先
に
経

過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る

か
本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

・ 
 「

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」の
中
で
は
、先

に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・ 
 「

法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

の
中
で
は
、先
に
経
過
し
た
月

分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
追
納
の
申
込
み
・
相
談
は
問
合

先
へ

◆
問
合
先

栃
木
年
金
事
務
所

 

☎
（22）

6
0
7
4

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

　
厚
生
労
働
省
で
は「
国
民
お
一

人
お
一
人
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
齢
期

の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し

て
い
た
だ
く
日
」と
し
て
、11（
い

い
）月
30（
み
ら
い
）日
を「
年
金

の
日
」と
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、自
身
の
年
金

記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
に
つ
い
て
、年
金
記
録
を
基

に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い

て
は
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、左
記
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

栃
木
年
金
事
務
所

 

☎
（22）

6
0
7
4

参
加
し
、よ
り
良
い
社
会
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
す
る
た
め
、模
範
児
童
生

徒
を
表
彰
し
ま
す
。

困
っ
た
時
に
は
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
へ

　
心
の
こ
と
・
身
体
の
こ
と
・
家

族
の
こ
と
・「
誰
に
も
言
え
な

か
っ
た
」心
配
な
こ
と
・
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、ひ
と
り
で
悩
ま

ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

内
容
の
秘
密
は
、厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
日

毎
週
月
〜
金
曜
日
9
時
〜
17
時

◆
相
談
先

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー（
市
役
所

本
庁
舎
内
）

 

☎
（23）

6
5
6
6

平
成
27
年
度
学
童
保
育

冬
休
み
利
用
申
込
受
付

　
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
家

庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら
れ

な
い
児
童
を
対
象
に
、冬
休
み
期

間
中
の
み
の
学
童
保
育
利
用
申

し
込
み
の
受
付
を
し
ま
す
。
現

在
学
童
保
育
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
は
改
め
て
申
し
込
み
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
本 

こ
ど
も
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
本

庁
、各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
対
象
　
栃
木
中
央
小
、栃
三
小
、

栃
四
小
、栃
五
小
、南
小
、大
宮
北

小
、吹
上
小
、皆
川
城
東
小
、千
塚

小
、大
平
、藤
岡
、都
賀
、岩
舟
地

域
内
各
小
学
校
通
学
区
域
内
学

童
保
育

◆
定
員

　
定
員
に
達
し
た
場
合
、

他
学
区
の
学
童
保
育
へ
の
案
内

と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
　

11
月
16
日
〜
27
日

◆
申
込
場
所
　
本 

こ
ど
も
課
、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

※
平
成
28
年
度
学
童
保
育
利
用

申
込
受
付
に
つ
い
て
は
、広
報
と

ち
ぎ
10
月
号
も
し
く
は
市
ホ
ー

象
で
す
。
ま
だ
調
査
票
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、至
急
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
査
票
に
記

入
の
上
、調
査
票
と
一
緒
に
配
布

し
た
郵
送
提
出
用
の
封
筒
に
入

れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

総
合
政
策
課 

☎
（21）

2
3
0
6

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
の
お
勧
め

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

若
年
者
納
付
猶
予
、学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納

め
た
方
と
比
べ
、老
齢
基
礎
年
金

（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
が
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
、将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、10
年

以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月

分
か
ら
納
め
る（
追
納
）こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、免
除
等
の

承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目

以
降
の
追
納
の
場
合
、当
時
の
保

険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・ 
 

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料

が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

・ 
 「

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」が「
法
定
免
除
・

申
請
免
除
期
間
」
よ
り
古
い

（
先
に
経
過
し
た
）月
分
で
あ

る
場
合
は
、「
若
年
者
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」が

え
、具
体
的
な
活
動
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

1
．
毎
月
第
3
日
曜
日「
家
庭
の

日
」を
推
進
し
ま
し
ょ
う

　
家
庭
は
、青
少
年
が
、基
本
的

な
生
活
習
慣
や
社
会
に
お
け
る

規
範
意
識
の
基
礎
を
身
に
つ
け

る
な
ど
、人
間
形
成
に
大
き
な
役

割
を
担
う
場
所
で
す
。「
家
庭

の
日
」に
は
、家
族
み
ん
な
が
顔

を
揃
え
て
ふ
れ
あ
い
を
育
み
ま

し
ょ
う
。
普
段
機
会
が
取
れ
な

い
方
も
、家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を

取
る
こ
と
な
ど
か
ら
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

2
．
子
ど
も
た
ち
を
有
害
環
境

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
素
早

く
、
幅
広
い
情
報
が
得
ら
れ
る

便
利
な
手
段
で
す
が
、犯
罪
・
暴

力
・
過
激
な
性
な
ど
の
有
害
な
情

報
に
接
す
る
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
無
秩
序
に

こ
れ
ら
の
情
報
に
触
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

使
い
方
に
つ
い
て
親
子
で
話
し

合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

3
．「
声
か
け
運
動
」を
推
進
し

ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
は
社
会
全
体
で
育
て

て
い
く
も
の
で
す
。
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
目
を
向
け
、

出
会
っ
た
時
に
は
あ
い
さ
つ
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、可
能

な
範
囲
で
地
域
の
行
事
に
も
参

加
し
、地
域
で
の
繋
が
り
を
育
て

ま
し
ょ
う
。

模
範
児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま
す

　
栃
木
市
青
少
年
問
題
協
議
会

で
は
、地
域
行
事
等
に
積
極
的
に

11
月
11
日
は
介
護
の
日

　
厚
生
労
働
省
は
、
介
護
に
つ

い
て
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た

め
、平
成
20
年
度
か
ら
11
月
11
日

を「
介
護
の
日
」と
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、介
護
を
必
要
と
す

る
人
や
介
護
の
仕
事
を
し
て
い

る
人
だ
け
で
な
く
、多
く
の
人
々

が
介
護
を
身
近
な
も
の
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
、介
護
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
ま

し
ょ
う
。

◆
問
合
先

本 

高
齢
福
祉
課 

☎
（21）

2
2
5
2

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

〝「
も
し
か
し
て
」

あ
な
た
が
救
う 

小
さ
な
手
〞

　
児
童
虐
待
は
、子
ど
も
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
、心
身
の
成
長

や
人
格
の
形
成
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
す
。
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、子
ど
も

の
立
場
が
最
優
先
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
児
童
虐
待
の
例
〉

◆
身
体
的
虐
待
　
な
ぐ
る
、け
る
、

熱
湯
を
か
け
る
、タ
バ
コ
の
火
を

押
し
つ
け
る
、な
ど

◆
心
理
的
虐
待
　
言
葉
に
よ
る

お
ど
か
し
、無
視
、他
の
き
ょ
う

だ
い
と
著
し
く
差
別
す
る
、夫
婦

間
の
暴
力
を
子
ど
も
に
見
せ
る
、

な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
怠
慢
・

拒
否
）食
事
を
与
え
な
い
、入
浴

さ
せ
な
い
、な
ど

◆
性
的
虐
待

　
性
的
行
為
を
強

要
す
る
、な
ど

○
ち
ょ
っ
と
し
た「
目
配
り
」「
気

配
り
」で
、子
ど
も
を
虐
待
か
ら

救
え
ま
す
。
子
ど
も
の
不
自
然

な
傷
・
表
情
・
行
動
や
、保
護
者
の

不
自
然
な
言
動
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

○
相
談（
通
告
）は
、虐
待
者
の
処

罰
の
た
め
で
は
な
く
、
問
題
を

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

こ 

ど 

も 

課 

☎
（21）

2
2
2
3 

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

電
話
相
談
開
設

　
女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い

人
権
擁
護
委
員
が
電
話
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
厳
守
で
す
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間

◆
日
時

　
11
月
16
日（
月
）〜
22

日（
日
）

平
日
：
8
時
30
分
〜
19
時

土
日
：
10
時
〜
17
時

☎
0
5
7
0

－

0
7
0

－

8
1
0

実
施
機
関
　
宇
都
宮
地
方
法
務

局
　
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会

◆
問
合
先

本 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

 

☎
（21）

2
1
6
1

受付期間　平成28年1月29日（金）まで
該当すると思われる方には、すでに申請書を郵送してあります。
不明な点は、問い合わせください。
臨時福祉給付金については 本 社会福祉課☎（20）7710
子育て世帯臨時特例給付金については 本 こども課☎（21）2222

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金

広報とちぎ　１１月号 ２０１５（平成２７）年１０月２０日　発行7 各課からのお知らせ



女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

（
11
月
12
日
〜
25
日
）

　
近
年
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ
オ
レ
ン

ス
＝
D
V
）や
、交
際
中
の
カ
ッ

プ
ル
間
で
起
こ
る
暴
力（
デ
ー
ト

D
V
）、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
･
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等

と
い
っ
た
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
た
め
、毎
年
11
月
12
日

〜
25
日
を「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」と
し
て
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

　
ま
ず
相
談
を

・ 
 

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
ル
ー
ム

☎
0
2
8

－

6
6
5

－

8
7
2
0

・
栃
木
警
察
署 

☎
（25）

0
1
1
0

・ 
 

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

☎
0
2
8

－

6
2
1

－

9
9
9
3

・ 
 

サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ

 

☎
0
2
8
5

－

24－

5
1
9
2

・ 
 

栃
木
県
警
本
部
県
民
相
談
室

☎
0
2
8

－

6
2
7

－

9
1
1
0

・ 
 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宇
都
宮
地
方
法
務
局
）

☎
0
5
7
0

－

0
7
0

－

8
1
0

・ 
 

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
相
談（
こ
ど
も
課
）

 

☎
（21）

2
2
2
9

◆
問
合
先

本 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

 

☎
（21）

2
1
6
2

平
成
27
年
分

給
与
所
得
者
に
係
る

年
末
調
整
等
説
明
会

　「
年
末
調
整
の
し
か
た
」及
び

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

◆
問
合
先

県
都
市
計
画
課

☎
0
2
8

－

6
2
3

－

2
4
6
5

本 

都
市
計
画
課 

☎
（21）
2
4
3
1

平
成
27
年
度

第
2
回
消
防
設
備
士
試
験
の

お
知
ら
せ

◆
日
時

　
2
月
14
日（
日
）

◆
場
所

　
宇
都
宮
工
業
高
等
学

校（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
）

◆
対
象

　
受
験
資
格

　
甲
種（
受

験
資
格
が
必
要
）、乙
種（
受
験
資

格
は
必
要
な
し
）

◆
試
験
手
数
料

甲
種
5
，0
0
0
円

乙
種
3
，4
0
0
円

◆
申
込

　
電
子
申
請
11
月
27
日

（
金
）〜
12
月
8
日（
火
）

書
面
申
請
11
月
30
日（
月
）〜
12

月
11
日（
金
）

◆
問
合
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
栃
木
県
支
部

☎
0
2
8

－

6
2
4

－

1
0
2
2

市
消
防
本
部
予
防
課

 

☎
（22）

0
1
1
9（
代
）

第
27
代
横
綱
栃
木
山

化
粧
ま
わ
し
の
寄
贈
と
展
示

　
第
27
代
横
綱
栃
木
山
の
ご
親

族
の
横
田
勝
様
よ
り
、横
綱
の
化

粧
ま
わ
し
を
地
域
の
歴
史
資
料

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
と
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栃
木
山

は
明
治
44
年
か
ら
大
正
14
年
ま

で
活
躍
を
し
た
藤
岡
町
赤
麻
出

身
の
力
士
で
、大
正
4
年
の
新
入

農
地
の
適
正
な
管
理

　
耕
作
放
棄
地
は
、雑
草
・
雑
木

が
繁
茂
し
、病
害
虫
や
火
災
の
発

生
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、有
害
鳥
獣
の
潜
入
や

産
業
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
の

場
所
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

周
辺
農
地
や
近
隣
住
民
に
大
変

迷
惑
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
す
る
方
は
、責
任

を
持
っ
て
耕
起
・
草
刈
り
・
除
草

等
を
行
い
、農
地
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
（21）

2
3
9
3

狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
の
追
加

　
深
刻
化
す
る
鳥
獣
被
害
に
対

応
し
、狩
猟
者
を
増
加
さ
せ
る
た

め
、県
で
は
狩
猟
免
許
試
験
の
追

加
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、各
地
で
事
前
講
習
会
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、狩
猟
を
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
い
日
程
は
栃
木
県
、栃
木

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

◆
問
合
先

（
申
請
先
）県
南
環
境
森
林
事
務

所
☎
0
2
8
3

－

23－

1
4
4
1

本 

農
林
課

 

☎
（21）

2
2
8
9
、2
3
8
7

井
戸
水
使
用
世
帯
の

下
水
道
使
用
料
や

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
の

届
出

○
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
世

帯
で
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、使
用
人
数
に
よ
り
下
水

道
使
用
料
が
決
ま
り
ま
す
。
人

数
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、人

数
の
変
更
届
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、井
戸
水
の
使
用

を
新
た
に
開
始
ま
た
は
中
止
し

た
と
き
は
、使
用
水
の
変
更
届
の

グ（
株
）様 

三
十
万
円

・ 
 （

宗
）金
光
教 

二
十
万
円

・ 
 

大
宮
地
区
自
治
会
連
合
会
様

 

十
万
円

（
以
降
、お
名
前
の
み
の
掲
載
）

・ 
 

茂
木
町
長

　
古
口
達
也
様

・ 
 

野
木
町
長

　
真
瀬
宏
子
様

・ 
 

東
洋
中
学
校
様

・ 
 

栃
木
県
市
議
会
議
長
会
様

・ 
 

栃
木
県
市
長
会
様

・ 
 （

一
社
）栃
木
青
年
会
議
所
様

・ 
 

栃
木
県
市
町
村
職
員
年
金
者

連
盟
藤
岡
支
部
様

・ 
 

林
和
伸
様

・ 
 

松
島
勝
様

・ 
 

滝
沢
洋
様

※
総
額
9
8
2
万
4
，7
6
0

円（
9
月
25
日
現
在
）

◆
問
合
先

本 

財
　

政
　

課 

☎
（21）

2
3
2
5

栃
木
市

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
・

不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

◎
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　
国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
ご
夫
婦
に

対
し
、医
療
保
険
適
用
外
の
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◎
不
育
症
治
療
費
助
成
制
度

　
国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
育
症
と
診
断
さ
れ
医
師
に
よ

る
不
育
症
治
療
を
受
け
た
ご
夫

婦
に
対
し
、医
療
保
険
適
用
外
の

治
療
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
詳
し
い
条
件
や
申
請
方
法
等

は
、左
記
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
、広
報
と
ち
ぎ
5
月
号
7
頁

も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

本 

保
険
医
療
課 

☎
（21）

2
1
3
7

大 

生
活
環
境
課 

☎
（43）

9
2
2
3

藤 

生
活
環
境
課 

☎
（62）

0
9
0
3

都 

生
活
環
境
課 

☎
（29）

1
1
0
2

西 

生
活
環
境
課 

☎
（92）

0
3
0
7

岩 

生
活
環
境
課 

☎
（55）
7
7
6
2

法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手

引
」
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

用
い
て
説
明
し
ま
す
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
11
月
上
旬
に
各
徴
収

義
務
者
へ
送
付
す
る
予
定
で
す

の
で
、当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
11
月
24
日（
火
）

10
時
〜
12
時
、14
時
〜
16
時

◆
場
所

　
栃
木
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル（
旭
町
）

◆
対
象

　
栃
木
市
・
壬
生
町
を
納

税
地
と
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者

※
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い

場
合
は
、11
月
20
日（
金
）小
山
市

立
文
化
セ
ン
タ
ー（
小
山
市
中
央

町
）で
の
説
明
会
に
出
席
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す（
開
催
時
間
：
10

時
〜
12
時
、14
時
〜
16
時
）

◆
問
合
先

栃 

木 

税 

務 

署 

☎
（22）

0
8
8
5

本 

市 

民 

税 

課 

☎
（21）

2
2
6
5

住
宅
総
合
相
談
会

　
栃
木
県
で
は
、住
ま
い
に
関
す

る
相
談
に
つ
い
て
、専
門
家（
建

築
士
、司
法
書
士
な
ど
）の
ア
ド

バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
相
談
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
耐
震
・
補
修
、

空
き
家
の
利
活
用
、マ
イ
ホ
ー
ム

の
新
築
・
購
入
、既
存
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
、登
記
手
続
き
な
ど
、

住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
栃
木
市
で
の

開
催
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
日
程

　
10
月
25
日（
日
）

◆
時
間

　
9
時
30
分
〜
16
時

◆
会
場

　
栃
木
市
総
合
運
動

公
園（
と
ち
ぎ
協
働
ま
つ
り

2
0
1
5
会
場
内
）

◆
費
用

　
無
料

◆
事
前
予
約
先

　
栃
木
県
豊
か

な
住
ま
い
づ
く
り
協
議
会（
栃
木

県
建
築
士
会
）

☎
0
2
8

－

6
3
9

－

3
1
5
0

◆
問
合
先

本 

住
　

宅
　

課 

☎
（21）

2
4
5
1

幕
か
ら
引
退
ま
で
の
10
年
間
で

9
場
所
優
勝
と
い
う
成
績
を
残

し
た
、近
代
の
偉
大
な
力
士
で
す
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
化
粧
ま
わ

し
は
、現
在
、観
光
総
合
案
内
所

（
倭
町
）に
て
展
示
し
て
い
ま
す

の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
平
成
28
年
の
8
月
末

ま
で
同
所
に
て
展
示
し
、そ
の
後

は
藤
岡
歴
史
民
俗
資
料
館（
藤
岡

町
藤
岡
）で
展
示
し
ま
す
。

◆
場
所

　
栃
木
市
観
光
案
内
所

内（
倭
町
・
コ
エ
ド
市
場
北
隣
）

◆
展
示
時
間

　
8
時
30
分
〜
18

時
　

休
館
日

　
12
月
29
日
〜
1

月
3
日

◆
問
合
先

本 

文
　

化
　

課 

☎
（21）

2
4
9
8

大
雨
被
害
へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
先
月
の
大
雨
被
害
か
ら
の
復

旧
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、左
記

の
皆
さ
ん
よ
り
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・ 
 （

株
）T
K
C
様 

五
百
万
円（株）TKC様（左）

・ 
 

丸
和
住
宅
グ
ル
ー
プ
業
者
会

様 

三
百
万
円丸和住宅グループ業者会様（左）

・ 
 （

株
）足
利
銀
行
様 

百
万
円

・ 
 

太
陽
ス
テ
ン
レ
ス
ス
プ
リ
ン

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
※

水
道
水（
市
水
）だ
け
を
使
用
し

て
い
る
世
帯
は
変
更
届
の
提
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
農
業
集
落
排
水
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
は
使
用
人
数
に
よ
り

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
が

決
ま
り
ま
す
。
人
数
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
は
、人
数
の
変
更
届

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
西
方
地
域
に
お
い
て
は
、水
道

水（
市
水
）だ
け
を
使
用
し
て
い

る
世
帯
は
変
更
届
の
提
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
井
戸
水
の

使
用
を
新
た
に
開
始
ま
た
は
中

止
し
た
と
き
は
、使
用
水
の
変
更

届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先

本 

下 

水 

道 

課 

☎
（21）

2
4
1
8

小
山
栃
木
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）の

縦
覧
に
つ
い
て

◆
都
市
計
画
の
案

▽
名
称

　
小
山
栃
木
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、開
発
及
び
保
全
の

方
針（
小
山
栃
木
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

▽
対
象
区
域
　
旧
栃
木
市
、旧
大

平
町
、旧
藤
岡
町
、旧
都
賀
町
及

び
旧
岩
舟
町
の
地
域

▽
内
容
　
都
市
計
画
の
目
標
、主

要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

な
ど

◆
縦
覧

▽
期
間

　
11
月
13
日（
金
）〜
27

日（
金
）（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

▽
場
所

　
県
都
市
計
画
課
、栃
木

土
木
事
務
所
企
画
調
査
課
、
本 

都
市
計
画
課

※
こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
等
の

あ
る
方
は
、必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、縦
覧
期
間
中
に
縦
覧
場
所

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い（
意
見
書
の
用
紙
は
縦
覧

場
所
に
て
配
付
）

募
　
集

平
成
28
年
度

栃
木
市
奨
学
生
の
募
集

◆
応
募
資
格

　
以
下
の
要
件
を
満
た
す
方

・ 
 

本
市
に
6
カ
月
以
上
住
所
を

有
す
る
方
が
扶
養
す
る
方

・ 
 

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
方

・ 
 

修
学
に
意
欲
が
あ
り
品
行
方

正
で
あ
る
方

・ 
 

連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
方

・ 
 

他
の
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け

て
い
な
い
方（
未
来
応
援
奨
学

金
を
除
く
）

・ 
 

未
来
応
援
奨
学
金
は
、卒
業
後
、

市
内
に
定
住
す
る
意
思
の
あ

る
方

◆
申
込
・
受
付
期
間
　

11
月
16

日（
月
）〜
平
成
28
年
1
月
29
日

（
金
）

ゆ
め
応
援
奨
学
金

◆
対
象
　
現
行
の
制
度
で
高
等

学
校
以
上
に
入
学
予
定
ま
た
は

在
学
中
の
方

◆
募
集
人
数
　

20
人
程
度

◆
貸
与
額（
月
額
）

高
校
、専
修
学
校
高
等
課
程

 

1
万
2
千
円

専
修
学
校
専
門
課
程
、短
大
、大

学・ 
 

自
宅
通
学 

2
万
5
千
円

・ 
 

自
宅
外
通
学 

3
万
円

未
来
応
援
奨
学
金

◆
対
象

　
高
等
専
門
学
校（
第
4

学
年
以
上
及
び
専
攻
科
）・
短
大
・

大
学
・
専
門
学
校（
専
門
課
程
）に

入
学
予
定
又
は
在
学
中
の
方

◆
募
集
人
数

　
50
人
程
度

◆
貸
与
額（
月
額
）

 

2
万
円

（
た
だ
し
、卒
業
後
の
一
定
期
間

を
市
内
に
在
住
し
た
場
合
に
奨

学
金
返
還
を
免
除
）

◆
問
合
先

本 

教
育
総
務
課 

☎
（21）

2
4
6
1

横綱の化粧まわしと横田勝様（右）
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平
成
28
年
度
入
学
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん

　
平
成
28
年
4
月
に
私
立
高
校
、

短
大
、大
学
に
入
学
す
る
た
め
、

入
学
金
や
入
学
時
の
施
設
設
備

費
等
の
資
金
が
必
要
な
方
に
、資

金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

◆
対
象

　
平
成
28
年
4
月
入
学

予
定
者
の
保
護
者
で
、次
の
す
べ

て
の
要
件
を
満
た
す
方

・ 
 

市
内
に
1
年
以
上
在
住

・ 
 

市
税
を
完
納
し
て
い
る

・ 
 

償
還
が
確
実
な
方（
融
資
基
準

に
適
合
す
る
方
）

◆
融
資
額

　
入
学
時
に
一
括
し

て
納
入
す
る
入
学
金
、施
設
設
備

費
等
の
範
囲
で
、

・ 
 

高
校
は
上
限
20
万
円

・ 
 

短
大
・
大
学
は
上
限
1
0
0
万
円

◆
返
済

　
高
校
3
年
、短
大
2
年
、

大
学
4
年
以
内
を
返
済
期
間
と

し
、毎
月
元
利
均
等
償
還（
借
り

た
日
の
翌
月
か
ら
3
か
月
据
え

置
き
）

◆
金
利
等
　
年
利
2
･
8
%
予
定

※
利
子
の
一
部（
2
%
）を
市
が

補
助

◆
募
集
人
数

　
若
干
名

◆
申
込
受
付
期
間

　
11
月
16
日

（
月
）〜
3
月
11
日（
金
）

◆
問
合
先

本 

教
育
総
務
課 

☎
（21）

2
4
6
1

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

◆
応
募
資
格

　
中
学
校
卒
業
者

（
見
込
み
含
）17
歳
未
満
の
方

◆
受
付
期
間

　
11
月
1
日（
日
）

〜
平
成
28
年
1
月
8
日（
金
）

◆
試
験
期
日
等（
1
次
試
験
）

平
成
28
年
1
月
23
日（
土
）

◆
受
付
・
問
合
先

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎
0
2
8
5

－

25－

4
7
6
3

未
就
学
児 

無
料

　
　
　
　

◆
申
込

　
申
込
用
紙（
本 

農
林

課
及
び
各
総
合
支
所
産
業
振
興

（
建
設
）課
窓
口
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
よ

り
、
郵
送
ま
た
は
F
A
X
に
て

※
11
月
13
日（
金
）必
着

◆
問
合
先

市
農
業
士
会
事
務
局（
本 

農
林

課
内
）

 

☎
（21）

2
3
8
1

第
16
回よ

さ
こ
い
藤
岡
パ
レ
ー
ド

　
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
踊
り
な

が
ら
藤
岡
中
央
通
り
を
パ
レ
ー

ド
。
藤
岡
小
学
校
で
は
チ
ー
ム

別
に
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
パ

レ
ー
ド
の
時
間
帯
前
後
は
、会
場

は
全
面
通
行
止
め
で
す
。

◆
日
時
　

11
月
15
日（
日
）　
パ

レ
ー
ド
10
時
30
分
〜
12
時
　
踊

り
12
時
〜
14
時
30
分

◆
場
所

パ
レ
ー
ド
：
足
利
銀
行
藤
岡
支
店

〜
藤
岡
小
学
校
（
藤
岡
中
央
通
り
）

踊
り
：
藤
岡
小
学
校

◆
問
合
先

よ
さ
こ
い
藤
岡
運
営
委
員
会（
藤 

産
業
振
興
課
内
）

 

☎
（62）

0
9
0
6

寺
尾
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　
の
ん
び
り
と
寺
尾
路
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
コ
ー
ス
は
寺

尾
公
民
館
か
ら
星
野
遺
跡
ま
で

の
往
復
約
11
㎞
で
す
。
寺
尾
の

お
米
や
蕎
麦
な
ど
が
当
た
る
抽

選
会
も
あ
り
。

◆
日
時

　
11
月
23
日（
月
・
祝
）　

8
時
30
分
〜
14
時

◆
集
合
場
所

　
寺
尾
公
民
館

◆
対
象

　
小
学
生
以
上

◆
定
員

　
1
5
0
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
申
込
　

10
月
20
日（
火
）〜
30

日（
金
）17
時
ま
で
、氏
名
、住
所
、

連
絡
先
、参
加
人
数
を
電
話
に
て

◆
問
合
先

寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務

あ
り
ま
す

◆
問
合
先

お
お
ひ
ら
産
業
祭
実
行
委
員
会

（
事
務
局
大 

産
業
振
興
課
）

 

☎
（43）

9
2
1
2

ふ
じ
お
か
産
業
祭 

2
0
1
5

　
農
商
工
が
連
携
し
た
産
業
祭

を
開
催
。
当
日
は
、ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、特
産
品
・
観
光
・
資
源
等

を
紹
介
し
、各
種
団
体
に
よ
る
出

店
や
農
産
物
の
直
売
な
ど
、楽
し

い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

◆
日
時

　
11
月
21 

日（
土
）

9
時
〜
15
時

◆
場
所

　
藤
岡
総
合
体
育
館
駐

車
場（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
問
合
先

ふ
じ
お
か
産
業
祭
実
行
委
員
会

事
務
局（
藤 

産
業
振
興
課
内
☎

（62）
0
9
0
6
）

地
域
づ
く
り
と
協
働
の
講
演
会

　
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
の
カ
ギ

は「
人
づ
く
り
」。
今
年
度
は
ま

ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
材
の
育

成
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

講
師
： 

高
崎
経
済
大
学

大
宮
　
登
氏

◆
日
時
　

10
月
27
日（
火
）14
時

〜
16
時

◆
場
所
　
栃
木
文
化
会
館
　
小

ホ
ー
ル（
旭
町
）

◆
対
象

　
地
域
づ
く
り
、協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

◆
定
員

　
4
0
0
人

◆
参
加
費

　
無
料

◆
問
合
先

本 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

 

☎
（21）

2
3
3
1

市
制
5
周
年
記
念
事
業

西
方
地
域
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

開
封
式

　
西
方
地
域
に
お
い
て
旧
町
制

施
行
記
念
事
業
と
し
て
、平
成
7

年
に
埋
蔵
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
掘
り
起
こ
し
て
20
年
後
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト

ふ
れ
あ
い

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

〜
物
語
の
始
ま
り
♥

奇
跡
の
扉
を
ノ
ッ
ク
し
て
〜

◆
日
時

　
12
月
13
日（
日
）13
時

30
分
〜
16
時
30
分

◆
場
所

　
市
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー（
今
泉
町
1
丁
目
）

◆
対
象

　
お
お
む
ね
25
歳
〜
40

歳
の
独
身
勤
労
者
男
女

◆
定
員

　
男
女
各
20
人

◆
参
加
費

男
性 

4
，0
0
0
円

女
性 

1
，0
0
0
円

◆
申
込

　
〜
12
月
7
日（
月
）

※
女
性
は
2
人
以
上
の
お
申
込

み
で
5
0
0
円
引
き

※
男
女
共
ウ
ェ
ル
ワ
ー
ク
と
ち

ぎ
の
割
引
あ
り

◆
問
合
先

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
（27）

7
1
4
0

お
や
こ
で
た
の
し
む

ひ
と
あ
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
会
ど
ー
な
つ
ク
ラ
ブ
と

藤
岡
公
民
館
の
合
同
企
画
で
す
。

◆
日
時
　

12
月
6
日（
日
）10
時

〜
12
時

◆
場
所
　
藤
岡
公
民
館（
藤
岡
町

藤
岡
）

◆
対
象
　
幼
児
と
保
護
者

◆
参
加
費

　
無
料

◆
内
容

　
人
形
劇
、親
子
で
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、子
育
て
な
ん
で

も
相
談
な
ど

◆
問
合
先

藤
岡
教
育
支
所 

☎
（62）

4
3
2
1

藤
岡
町
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
会

　
ど
ー
な
つ
ク

ラ
ブ
代
表

　
田
中
ひ
ろ
み

 

☎
（62）

5
7
6
3

栃
木
市
消
防
団
通
常
点
検

お
よ
び
分
列
行
進

◆
日
時
・
場
所

　
11
月
8
日（
日
）

催
　
し

栃
木
市
教
育
祭

◆
日
時

作
品
展
：
11
月
14
日（
土
）、15
日

（
日
）、16
日（
月
）

9
時
〜
16
時

式
典
：
11
月
16
日（
月
）

13
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所

栃
木
文
化
会
館（
旭
町
）

◆
入
場
料

　
無
料

◆
内
容

作
品
展
：
市
内
小
中
学
校
・
高
校
・

特
別
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品

（
絵
画
・
書
道
等
）、諸
活
動
の
報

告
等
の
展
示（
広
島
派
遣
関
係
、

高
校
の
研
究
活
動
等
）

式
典
：
岩
舟
円
仁
合
唱
団
、「
吾

一
」市
民
合
唱
団

◆
問
合
先

教
育
祭
事
務
局（
栃
木
農
業
高

校
）

 

☎
（22）

0
3
2
6

お
お
ひ
ら
産
業
祭 

2
0
1
5

　
大
平
地
区
の
産
業
が
一
同
に

会
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
皆
さ
ん
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
21
日（
土
）

9
時
30
分
〜
15
時

◆
場
所

　
大
平
運
動
公
園

　
さ

く
ら
球
場（
大
平
町
蔵
井
）ほ
か

◆
主
な
催
し

・ 
 

J
A
関
係
団
体
の
出
展

・ 
 

商
工
会
関
係
団
体
の
出
展

・ 
 

J
A
し
も
つ
け
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り（
農
産
物
品
評
会
）

・ 
 

農
産
物
直
売

・ 
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・ 
 

町
特
産
品
い
っ
ぱ
い
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム

・ 
 

お
お
ひ
ら
巨
峰
ワ
イ
ン
の
試

飲
・
販
売
ほ
か

・ 
 

園
児
た
ち
の
遊
戯

・ 
 

商
工
会
わ
く
わ
く
セ
ー
ル

※
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
に

つ
い
て
は
、変
更
に
な
る
こ
と
が

局（
寺
尾
公
民
館
内
）

 

☎
（31）

0
0
0
2

太
平
山
観
光
会
主
催

太
平
山
も
み
じ
ま
つ
り

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
徐
々

に
色
づ
く
太
平
山
は
、身
近
な
紅

葉
の
名
所
で
す
。
特
に
、山
頂
に

近
い
謙
信
平
付
近
の
紅
葉
は
格

別
で
す
。
秋
の
澄
ん
だ
空
に
広

が
る
関
東
平
野
の
絶
景
と
と
も

に
、ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
11
月
13
日（
金
）〜
30

日（
月
）

◆
場
所

　
太
平
山
県
立
自
然
公

園
内

○
玉
子
焼
体
験

◆
日
時

　
11
月
13
日（
金
）10
時

〜◆
場
所
　
謙
信
平
展
望
台
下

◆
定
員

　
1
5
0
人（
先
着
順
）

◆
料
金

　
2
0
0
円

※
そ
の
他
、
大
道
芸
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、和
太
鼓
の
演
奏

な
ど
も
あ
り
。

◆
問
合
先

本 

商
工
観
光
課 

☎
（21）

2
3
7
4

栃
木
市
観
光
協
会

 

☎（
25
）2
3
5
6

親
子
ふ
れ
あ
い
自
然
体
験

　
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
い
も

煮
と
、防
災
に
役
立
つ
ご
飯
づ
く

り
を
親
子
で
体
験

◆
日
時

　
11
月
29
日（
日
）10
時

〜
14
時

◆
場
所

　
つ
が
の
里
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ（
都
賀
町
臼

久
保
）

◆
対
象

　
市
内
小
学
生
の
親
子

◆
定
員

　
20
組（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費
　

1
人
4
0
0
円

◆
申
込
　

11
月
2
日（
月
）〜
10

日（
火
）に
左
記
問
合
先
の
窓
口

ま
た
は
電
話
に
て

◆
問
合
先

本 

生
涯
学
習
課 
☎

（21）
2
4
9
1

自
分
あ
て
た
手
紙
な
ど
を
返
還

し
ま
す
。

◆
日
時

　
11
月
29
日（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所

　
西
方
公
民
館（
西
方
町

本
城
）

◆
問
合
先

西 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

 

☎
（92）

0
3
0
0

第
5
回
ア
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

　「
み
て
!

き
い
て
!

ふ
れ
て
!

か
ら
だ
で
感
じ
る
楽
し
い
ア
ー

ト
」を
テ
ー
マ
に
、5
日
に
は
バ

ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
バ

ル
ー
ン
体
験
、6
日
は
ラ
テ
ン
の

音
楽
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
体
を

動
か
し
ま
す
。

◆
日
時
　

12
月
5
日（
土
）10
時

〜
10
時
45
分
、6
日（
日
）10
時
〜

11
時

◆
場
所

　
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー（
城
内
町
）

◆
対
象

　
5
歳
〜
15
歳
の
方

◆
定
員

　
各
20
人

◆
参
加
費

　
無
料

◆
問
合
先

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

☎
（20）
7
7
0
5

ふ
る
さ
と
農
業
体
験
学
習

　
い
ち
ご
研
究
所
見
学
、い
ち
ご

狩
り
、バ
ラ
の
花
摘
み
体
験（
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
）

◆
日
時

　
12
月
19
日（
土
）8
時

45
分
〜
15
時（
雨
天
決
行
）

◆
場
所

　
集
合
場
所
：
国
府
公
民

館（
惣
社
町
）

体
験
場
所
：
県
農
業
試
験
場
い

ち
ご
研
究
所
、
観
光
農
園
ア
グ

リ
の
郷
、
つ
が
の
里
、
市
内
バ

ラ
生
産
者
圃
場

◆
対
象
　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
30
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
抽
選
）

◆
参
加
費

大
人 

2
，5
0
0
円

小
学
生 

1
，0
0
0
円

通
常
点
検
：
8
時
〜

　
於
総
合
運

動
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

分
列
行
進
：
11
時
30
分
〜
12
時
30

分
頃

　
於
蔵
の
街
大
通
り（
足
利

銀
行
栃
木
支
店
前
か
ら
万
町
交

番
前
・
実
施
中
通
行
止
）

◆
問
合
先

市
消
防
本
部
消
防
総
務
課

 

☎（
23
）3
5
2
7

講
　
座

栃
木
市
セ
ミ
ナ
ー

「
巴
波
川
が
運
ん
だ
文
化
と

市
民
の
暮
ら
し
」の
ご
案
内

　
巴
波
川
の
舟
運
を
中
心
に
、北

関
東
一
帯
の
物
資
の
集
散
地
と

し
て
、ま
た
、江
戸
と
の
交
易
拠

点
と
し
て
、多
様
な
文
化
と
賑
わ

い
が
も
た
ら
さ
れ
た
小
江
戸
栃

木
市
。
そ
の
地
に
て
、利
根
川
流

域
に
お
け
る
栃
木
及
び
巴
波
川

の
古
今
に
つ
い
て
共
有
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

◆
日
時
　

11
月
14
日（
土
）13
時

開
場
　

13
時
15
分
開
会

◆
場
所

　
栃
木
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

孔
雀
の
間（
万
町
）

◆
定
員

　
1
0
0
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込

　
左
記
の
場
所
に
あ
る

チ
ラ
シ
に
て
10
月
30
日（
金
）ま

で
に
問
合
先
へ

・ 
 

市 

商
工
観
光
課

・ 
 

栃
木
市
観
光
協
会

・ 
 

各
総
合
支
所
産
業
振
興（
建
設
）課

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内
容

・ 
 

基
調
講
演「
近
代
を
用
意
し
た

利
根
川
」　
講
師
：
竹
村
公
太

郎
氏（
N
P
O
法
人

　
日
本
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
理
事
）

・ 
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
巴
波
川
が
運
ん
だ
文
化
と
市

民
の
暮
ら
し
」

※
内
容
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

◆
問
合
先

小
江
戸
と
ち
ぎ
会
事
務
局（
本 

商
工
観
光
課
内
）

 

☎
（21）

2
3
7
3
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足
に
も
環
境
に
も

優
し
い
布
ぞ
う
り
作
り

　
履
き
心
地
は
抜
群
で
足
に
優

し
く
、古
布
を
再
利
用
す
る
こ
と

で
環
境
に
も
優
し
い
布
ぞ
う
り

を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

　
11
月
10
日（
火
）13
時

20
分
〜
16
時

◆
場
所

　
厚
生
セ
ン
タ
ー（
栃
木

第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）（
旭
町
）

◆
対
象

　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員

　
20
人

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込

　
10
月
28
日（
水
）〜
11

月
4
日（
水
）

◆
持
ち
物

　
布
・
は
さ
み

◆
問
合
先

本 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課（
厚

生
セ
ン
タ
ー
）

 

☎
（24）

2
4
4
4

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
開
催

◎
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
i
n

太
平
少
年
自
然
の
家

　
日
立
栃
木
理
科
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
に
よ
る
モ
ノ
づ
く
り
教
室
、

宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
の
田
原

先
生
の
お
も
し
ろ
科
学
体
験
講

座
や
天
体
講
座
、さ
ら
に
天
体
望

遠
鏡
に
よ
る
星
空
観
察
な
ど
。

◆
日
時
　
11
月
14
日（
土
）〜
15

日（
日
）1
泊
2
日

◆
場
所

　
太
平
少
年
自
然
の
家

◆
対
象

　
市
内
小
学
校
4
〜
6

年
生

◆
定
員

　
24
人（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

◎
親
子
で
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
i
n
日
本
工
業
大
学

　
市
バ
ス
に
て
大
学
の
研
究
施

設
へ
。
日
本
工
業
大
学
の
先
生

と
学
生
の
支
援
に
よ
る
も
の
づ

く
り
と
、蒸
気
機
関
車
乗
車
体
験

や
落
雷
実
験
見
学
な
ど
。

◆
日
時

　
11
月
28
日（
土
）7
時

30
分
〜
18
時

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
（27）

7
1
4
0

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ

第
2
期
定
期
後
半
講
座

○「
や
き
も
の
」私
だ
け
の
器（
初

級
）

◆
開
講
日

　
11
月
18
日
、12
月
2

日
、12
月
16
日
、1
月
13
日
、3
月

23
日（
全
水
曜
日
）

◆
定
員

　
30
人（
先
着
順
）

◆
費
用

1
作
品

　
1
，5
0
0
円

○
体
の
内
面
か
ら
美
を
創
る「
ピ

ラ
テ
ィ
ス
」

◆
開
講
日

　
11
月
19
日
〜
1
月

14
日
の
木
曜
日（
全
8
回
）

◆
定
員

　
25
人（
先
着
順
）

◆
費
用
　
無
料

○
楽
し
く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
の
色

づ
か
い「
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
」入
門

◆
開
講
日
　

11
月
12
日
、11
月
26

日
、12
月
17
日（
全
木
曜
日
）

◆
定
員
　

20
人（
先
着
順
）

◆
費
用

1
作
品
　

1
，2
0
0
円

☆
共
通
事
項

◆
開
催
時
間
　

19
時
〜
21
時

◆
場
所
　
栃
木
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
お

お
む
ね
35
歳
以
下
の
方

◆
申
込
　

10
月
26
日
か
ら
、問
合

先
に
直
接
、教
材
費
を
添
え
て
申

込
み
。

※
ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ（
栃
木
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
）は
、市
内
在
住

か
在
勤
の
お
お
む
ね
35
歳
ま
で

の
方
が
自
由
に
利
用
で
き
る
施

設
で
す
。
若
者
の
教
養
・
文
化
・

芸
術
・
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
活

動
、交
流
の
場
と
し
て
、講
座
の

他
、個
人
利
用
も
含
め
ク
ラ
ブ
活

動
、サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て

も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

◆
問
合
先

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

 

☎
（22）

3
1
1
3

◆
日
時

　
12
月
5
日（
土
）9
時

〜
12
時

◆
場
所

　
都
賀

公
民
館（
都
賀
町

原
宿
）

◆
対
象

　
市
内
小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者

◆
定
員

　
30
組

◆
参
加
費

　
1
，5
0
0
円

◆
申
込

　
11
月
24
日
〜
27
日

◆
問
合
先

都
賀
公
民
館 

☎
（27）

5
0
5
0

健
康
増
進
課
・

健
康
福
祉
課
実
施
講
座
の
案
内

◎
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
栄
養
教
室

（
血
圧
編
）

　
血
圧
測
定
、尿
中
塩
分
量
測
定
、

高
血
圧
予
防
講
話
、
減
塩
料
理

（
1
品
）の
試
食
。
減
塩
の
方
法

や
、高
血
圧
予
防
に
つ
い
て
一
緒

に
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
　

11
月
26
日（
木
）9
時

〜
11
時
30
分（
8
時
45
分
受
付
開

始
）

◆
場
所
　
大
平
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ（
大
平
町

西
野
田
）

◆
対
象
　
市
内
在
住
の
40
〜
74

歳
以
下
の
方（
原
則
、尿
検
査
も

提
出
で
き
る
方
）

◆
定
員
　

30
人

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
　

11
月
5
日（
木
）ま
で

（
先
着
順
）

※
11
月
12
日（
木
）9
時
〜
9
時

30
分
に
尿
検
査
の
提
出
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
合
先

大 

健
康
福
祉
課 

☎
（45）

1
7
8
8

◎
健
康
あ
っ
ぷ
講
座

（
親
子
運
動
編
）

　
親
子
で
運
動
遊
び
&
パ
パ
・

マ
マ
運
動

◆
日
時

　
12
月
6
日（
日
）10
時

〜
11
時
30
分（
9
時
45
分
受
付
開

始
）

◆
場
所

　
大
平
健
康
福
祉
セ
ン

◆
場
所

　
日
本
工
業
大
学（
埼
玉

県
宮
代
町
）

◆
対
象

　
市
内
小
学
校
4
〜
6

年
生
の
親
子

◆
定
員

　
親
子
20
組（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

☆
共
通
事
項

◆
参
加
費

　
学
校
に
配
付
す
る

チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら
せ

◆
申
込

　
10
月
22
日（
木
）ま
で

に
問
合
先
窓
口
に
直
接
ま
た
は

電
話
に
て

◆
問
合
先

本 

生
涯
学
習
課 
☎

（21）
2
4
8
9

こ
ど
も
俳
句
教
室

◆
日
時

　
11
月
15
日
11
時
〜

◆
場
所

　
国
府
公
民
館

◆
対
象

　
小
・
中
学
生

◆
講
師

　
中
井
洋
子
氏

◆
費
用

　
無
料（
要
筆
記
用
具
）

◆
申
込
み 

　
11
月
9
日
ま
で

◆
問
合
先

本 

文
　

化
　

課 

☎
（21）

2
4
9
5

文
学
講
座 

戦
後
70
年
に
考
え

る「
未
完
の『
路
傍
の
石
』

◆
日
時

　
①
11
月
29
日（
日
）

②
12
月
6
日（
日
）

各
日
14
時
〜
16
時

◆
場
所
　
栃
木
図
書
館（
旭
町
）

◆
内
容

①「
路
傍
の
石
と
そ
の
時
代
」講

師
：
円
満
字
二
郎
氏

②「
朗
読

　
未
完
の『
路
傍
の
石
』

後
編
」講
師
：
瀬
戸
口
郁
氏

◆
申
込
み

　
11
月
31
日
ま
で
電

話
、F
A
X
に
て

◆
問
合
先

山
本
有
三
ふ
る
さ
と
記
念
館

☎
（22）

8
8
0
5
、FAX

（22）
8
8
0
6

本 

文
　

化
　

課 

☎
（21）

2
4
9
5

ク
リ
ス
マ
ス

手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

　
都
賀
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

会
を
講
師
に
、生
ク
リ
ー
ム
作
成

と
ケ
ー
キ
の
飾
り
付
け

タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ（
大
平
町

西
野
田
）

◆
対
象

　
年
少
〜
年
長
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者

◆
定
員

　
20
組（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込

　
11
月
4
日（
火
）〜

◆
講
師

　
佐
野
短
期
大
学

　
山
内
健
次
氏

◆
持
ち
物

　
タ
オ
ル
、飲
み
物

※
運
動
で
き
る
服
装

◆
問
合
先

大 

健
康
福
祉
課 

☎
（45）

1
7
8
8

◎
健
口
長
寿
で
元
気
に
い
つ
ま

で
も
!!

　
歯
や
口
が
健
康
に
な
る
と
、全

身
の
健
康
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

お
口
の
ケ
ア
の
大
切
さ
や
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕
方
を
学
び「
健

口
長
寿
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
♪

◆
日
時
　

12
月
10
日（
木
）10
時

〜
11
時
30
分（
9
時
45
分
受
付
開

始
）

◆
場
所
　
栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
今
泉
町
2
丁
目
）

◆
対
象
　
市
内
在
住
の
方

◆
定
員
　

30
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込

　
左
記
問
合
先
へ

◆
問
合
先

本 

健
康
増
進
課 
☎

（25）
3
5
1
2

〜
一
年
の
締
め
く
く
り
は
年
末
恒
例
‼

　

体
力
測
定
〜

出
前
講
座「
自
分
の
体
力

知
っ
て
い
ま
す
か
」

　
受
講
者
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
、

室
内
で
出
来
る
簡
単
体
力
測
定
。

指
導
員
の
丁
寧
な
説
明
に
従
っ

て
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　
12
月
3
日（
木
）10
時

〜
12
時

◆
場
所

　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー（
今
泉
町
1
丁
目
）

◆
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

◆
定
員

　
20
人

◆
参
加
費

　
無
料

◆
申
込

　
11
月
30
日（
月
）ま
で

◆
問
合
先

第6回栃木市長距離走大会
時 12月5日（土）9時集合 場 総合運動公園陸上競技場

（川原田町） 対 中学生以上の市内在住者在勤の方 費 
300円※大会当日、会場で納入 申 11月27日（金）まで
電話にて 内 種目／中学男子3,000m／女子（中学、高
校、一般）3,000m／高校男子、一般男子（大学生含む）
5,000m※1月に開催される栃木県郡市町対抗駅伝、県
南五市対抗親善駅伝大会の代表選手選考の参考にし
ます 問 本 スポーツ振興課☎（25）0930
元旦マラソン大会
時 1月1日（金）小雨決行　8時受付、9時スタート 場 
総合運動公園陸上競技場及び周辺道路 費 1人1,500
円（親子ペアは1組2,500円） 申 11月27日（金）までに
申込用紙（郵便振替用紙）に現金を添えて郵便局へ※
申込用紙は本 スポーツ振興課、各教育支所スポーツ
振興チーム、市役所、教育委員会に設置 内 〇Aクラ
ス（1.0km）親子ペア（男女混合）／子どもは小学2年生
以下〇Bクラス（1.0km）小学1、2年生男子、女子〇C
クラス（2.0km）小学3、4年生男子〇Dクラス（3.0km）
小学5、6年生男子〇Eクラス（2.0km）小学3、4年生
女子〇Fクラス（2.0km）小学5、6年生女子〇Gクラ
ス（5.0km）一般女子（中学・高校生含む）〇Hクラス

（5.0km）中学生男子〇Iクラス（5.0km）一般男子（45歳
以下）〇Jクラス（5.0km）一般男子（46歳以上）〇Kク
ラス（10.0km）男子（高校生含む） 問 本 スポーツ振興
課☎（25）0930
苗場スキー教室
時 12月28日（月）～30日（水）（2泊3日） 場 苗場スキー
場（新潟県） 対 おおむね小学3年生以上 定 40人（先
着順） 費 1人25,000円※バス代、宿泊料（朝・夕食付）、
指導料、保険料を含む。リフト代は別途（小学生は無
料）※参加費は、説明会時に納入 申 申込用紙により、
10月20日（火）～12月8日（火）・石川スポーツ☎（24）
3161・石田スポーツ☎（22）1416・ツカダ栃木店☎（25）
2801・出口保険事務所☎（22）0858・本 スポーツ振興課
☎（25）0930・各教育支所スポーツ振興チームへ※申
込用紙は各申込み先に設置 問 本 スポーツ振興課☎

（25）0930
少年スキー教室参加者募集
時 1月16日（土）～17日（日） 場 会津高原たかつえス
キー場〔福島県〕 対 市内小学生（4年生以上）と中学生
 定 100人（先着順） 費 1人22,000円／スキーレンタル
あり25,000円／スキー・ウェアレンタルあり27,000円
※バス代、宿泊料（朝・夕食付）、2日目の昼食、指導料、

時=日時　場=場所　対=対象　内=内容
費=費用　定=定員　申=申込み　問=問合せ

リフト代（ナイターを含む）、保険料を含む。※参加費
は、説明会時に納入 申 申込用紙により11月4日（水）
～12月9日（水）問合せ先まで※申込用紙は本 スポー
ツ振興課、各教育支所スポーツ振興チーム、各小中学
校にあります。内 説明会1月7日（木）18時30分栃木
文化会館 問  本 スポーツ振興課☎（25）0930
今後のスキー教室の予定
・ 都賀・親子スキー・スノーボード教室
 期日　1月5日（火）【予定】
 場所　 ハンターマウンテン塩原〔栃木県那須塩原

市〕【予定】
・ 栃木市民スキー祭
 期日　2月6日（土）
 場所　 エーデルワイススキーリゾート〔栃木県日光市〕
・ おおひらスキースクール
 期日　2月6日（土）～7日（日） 【予定】
 場所　【未定】
・ おおひらスキー祭
 期日　3月5日（土） 【予定】
 場所　だいくらスキー場〔福島県南会津町〕【予定】
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音声ガイド付き映画会「くじけないで」
時 10月28日（水） 場 ゆうゆうプラザ
研修室（大平町真弓） 対 視覚障がいの
ある方及び一般の方 費 500円 内 目の
不自由な方が映画の内容を把握できる
よう、台詞の合間に情景描写のナレー
ションを挿入し上映。音声ガイド：朗
読ボランティアグループひびき。主催：
朗読グループいずみ 問 栃木市社会福
祉協議会大平支所☎（43）0294
「手話で遊ぼう」参加者募集
時 10月31日（土）、11月7日（土）19時～
20時30分 場 ふるさとふれあい館研修
室（大平町真弓） 定 20人 内 手話サー
クルとの「交流」をとおして、楽しく手
話に触れる 費 無料 問 栃木市社会福祉
協議会大平支所☎（43）0294
第62回「とちぎ菊花大会」
時 10月31日（土）～11月18日（水）9時
～17時 場 倭町小江戸ひろば（倭町） 
費 無料 内 「懸崖」「盆栽」「人形」等様々
な展示。問 栃木親菊会（新井☎（23）
7884）
第29回栃商デパート
時 11月3日（火）10時～14時 場 栃木商
業高校（片柳町5丁目） 内 学校全体を
デパートに見立て、生徒全員で販売、会
計処理までの体験実習。販売（食料品、
野菜、弁当、企画商品等）。イベント（作
品展示、少年野球教室等） 問 栃木商業
高等学校☎（22）0541
栃木フィル・オーケストラ演奏会
時 11月7日（土）18時開場：18時30分開
演 場 栃木文化会館大ホール（旭町） 費 
前売り1,000円当日1,200円栃木文化会
館にてチケット取扱い 内 曲目：チャイ
コフスキー交響曲第1番他 ヴァイオリ
ン独奏・前田みねり（栃木市出身）。第
36回栃木市文化祭参加 問 栃木フィル
ハーモニー交響楽団（殿塚）☎（24）2161
モーツァルトピアノソナタ全曲演奏会
シリーズvol.1
時 11月7日（土）14時～16時 場 西方音
楽館（西方町金崎） 対 未就学児不可 費 
3,000円 申 要予約 内 ピアノ：久元祐子
／市教育委員会後援 問 西方音楽館☎

（92）2815

にじ色まつり
時 11月 8日（日）11時～15時 30分 場 
国府公民館（惣社町） 対 市内在住の方 
内 障がい者と地域の人とのふれあいの
おまつり・福祉団体の物産販売／11時
20分ステージイベント／13時10分キャ
ラクターショー／14時45分とち介と
ビンゴ大会（小学生以下） 問 障がい者
の一人暮らしを考える会（川俣）☎090-
7701-3130（18時以降）
神経質者の集い
時 11月8日（日）14時～17時 場 栃木市
民活動推進センターくらら（境町） 対 
神経質症で悩んでいる方や関心のある
方 費 無料 内 森田理論を学習し神経質
体験を分かち合うことで、克服のヒン
トをワイワイ楽しく学び合う会 問 生
活の発見会栃木懇談会（柴崎）☎（22）
5137
藤岡ライオンズクラブ主催　愛の献血
時 11月11日（水）10時～11時30分、13
時～16時30分 場 ファミリーマート栃
木藤岡店（藤岡町藤岡） 問 藤岡ライオ
ンズクラブ（滝田）☎（67）3550
精神障害サポート教室
時 ①11月11日（水）統合失調症と薬の
基礎知識について②12月10日（木）社
会資源・サービスについて③1月7日

（木）当事者による体験発表④2月18日
（木）周囲の対応について／各回とも13
時30分～15時30分 場 栃木県庁小山
庁舎4階大会議室（小山市犬塚） 対 ど
なたでも 申 以下の締切日までに問合
先へ。先着順・要予約。①11月4日（水）
②12月3日（木）③12月25日（金）④2月
11日（木） 内 統合失調症について、正
しい知識・新しい情報・対応方法などを
学びあいながら、こころの病をもつ方
を深く理解する 問 県南健康福祉セン
ター☎0285-22-6192
シルバー人材センター入会説明会
時 ①11月11日（水）13時30分～②11
月12日（木）13時30分～③11月13日（金）
13時30分～ 時 ①都賀事業所（都賀町
原宿）②栃木市保健福祉センター（今泉
町2丁目）③藤岡事業所（藤岡町大前） 
対 市内在住で働く意欲のある60歳以
上の方 問 お住まいの地域の事業所へ。
栃木事務局☎（23）4165／藤岡事業所☎

（62）1534／都賀事業所☎（27）8812／
大平事業所☎（43）0155／西方事業所☎

（92）8390／岩舟事業所☎（55）8358
シルバー人材センター刃物研ぎ
時 11月19日（木）9時～12時（申込は
11時30分まで） 場 栃木市保健福祉セ
ンター西側シルバーセンター作業所前

（今泉町） 費 刈込はさみ500円～ 問 シ
ルバー人材センター栃木事務局☎（23）
4165
映画「かみさまとのやくそく」上映会
時 11月14日（土）10時30分～12時30
分 場 國學院大學栃木学園教育セン
ター（境町） 対 どなたでも 定 100人（先
着順） 費 1,000円 申 問合先へ電話また

はホームページ（www.15oukoku.co.jp）
へ 内 胎内記憶に関するドキュメンタ
リー映画 問 とちぎいちご王国（横山）
☎090-2650-9243
栃木特別支援学校「しらさぎ祭」
時 11月14日（土）9時30分～14時30分 
場 栃木特別支援学校（皆川城内町） 内 
児童生徒による演技発表、学習発表や、
作業製品の即売、模擬店など。問 栃木
特別支援学校（小出）☎（24）7575
学んでおきたい防災対策講座
時 11月18日（金）9時50分～12時40分 
場 藤岡公民館（藤岡町藤岡） 対 市内在
住の方 定 20人 費 無料 申 11月10日ま
で 内 防災、減災、災害支援について学
ぶ。講義：災害とトイレ／体験①段ボー
ルトイレを作ってみよう。②ハイゼッ
クスでご飯を炊いてみよう 問 栃木市
社会福祉協議会藤岡支所☎（62）5861
保育のお仕事　復帰講座
時 11月18日（水）10時～15時（休憩1
時間） 場 とちぎ福祉プラザ（宇都宮市
若草） 対 保育士有資格者で保育現場へ
の就労希望の方 定 20人 費 無料。昼
食は各自 申 電話にて。内 保育分野へ
の再就業を希望する方を対象に、知識
や技術を再確認をするための研修。託
児有り（6ケ月～未就学児、無料） 問 栃
木県社会福祉協議会☎028-643-3300
不妊専門相談
○電話・面接相談
時 火曜日～土曜日　10時～12時30分、
13時30分～16時 申 要電話予約
○医師による面接相談
時 毎月第4水曜日または第4木曜日14
時～16時 申 要電話予約
○おしゃべりサロン
時 ①11月19日（木）『二人目以降の不
妊に悩む女性』②12月19日（土）『流産
に悩む女性』③1月21日（木）『不妊に悩
む女性』④2月20日（土）『治療をやめた
女性とやめようか悩んでいる女性』 時
間：①は10時～12時、②③④は13時30
分～15時30分 場 パルティとちぎ男女
共同参画センター（宇都宮市） 対 不妊・
流産に関連した悩みをもつ女性 費 無
料 定 各10人程度 申 要事前申し込み 
問 栃木県不妊専門相談センター☎028-
665-8099
初心者書道こども教室
時 11月21日（土）、28日（土）9時～10
時 場 ECCハウス（国府北小学校前） 対 
5歳児～中学3年生 定 20人 費 500円 
内 基本書道を楽しく学び集中力強化。 
問 生涯学習人材バンク（宇賀神）☎090-
6150-5057
県南市場まつり（感謝市）
時 11月22日（日）7時～13時 場 栃木県
南公設地方卸売市場（小山市・国道50号
線沿い） 内 ○生鮮品などの展示販売や
模擬せり○各種売店○有機肥料の無料
配付など 問 栃木県南公設地方卸売市
場☎0285-38-3330

時=日時 場=場所 対=対象
内=内容 費=費用 定=定員
問=問合せ 申=申込み

塗り替え工事をお考えの方は
地域で信頼の出来る当社へ！！
★社員募集中★（社会保険・各種保険完備）

オオアク建装工業株式会社
栃木市箱森町51-28｠TEL：0282-22-5981（見積り無料）

リフォーム・屋根・外壁塗装工事請負
ガ スファンヒー ターで！
ガ ス 温 水 式 床 暖 房 で！

お 得 な 料 金 メ ニ ュ ー で ガ ス 暖 房

足元からぽっかぽかな快適暖房をぜひ
私 た ちにお 気 軽 にご 相 談 下 さ い！

ふれあい交流事業inとちぎ
時 11月28日（土）9時30分～12時30分 
場 栃木県立学悠館高等学校（沼和田町） 
定 50人 費 無料 申 10月13日（火）より
電話またはFAXにて受付 内 子どもか
ら高齢の方まで、障がいのある方もな
い方もみんなで参加できる運動会 問 
市社会福祉協議会☎（22）4457
チャリティー公演　民話の旅路
時 11月29日（日）13時30分～15時30
分 場 サンプラザ（片柳町2丁目） 費 
1,000円 内 1部：美寿々の民話十八番
集／2部：支部会員賛助出演 問 民話美
寿々会☎090-7019-7239
市民活動推進事業　とちぎ夢ファーレ
親子一緒に太巻きずしつくり
時 11月29日（日）11時～13時 場 大平
体育館（大平町蔵井） 対 市内在住の幼
児・小学生の親子 定 300人（先着順） 費 
1人100円（当日集金） 申 11月10日（火）
までに名前、年齢または学年、住所、電
話番号を記入し、FAXで大平教育支所

（ FAX（43）9090）へ 内 地元のお米を使っ
て、みんなで長ーい太巻きずし作り 問 
大平町家庭教育オピニオンリーダーほ
ほえみの会（中島）☎090-4730-5961／大
平教育支所☎（43）5231
土砂災害防止のための現地調査
時 調査期間：10月末～28年3月 場 調
査区域：栃木市全域 内 土砂災害対策に
利用する地図を作成するための現地調
査を行います。受託者の（株）栃木県用
地補償コンサルタントが調査のため立
ち入ることがありますので、ご理解・ご
協力をお願いします。問 栃木土木事務
所☎（23）3593
栃木県最低賃金は時間額751円
内 栃木県最低賃金が10月1日に改正さ
れました。これは、一般労働者はもち
ろん、臨時、パート、アルバイト等も含
め、県内の事業場で働くすべての労働
者とその使用者に適用されます。また、
特定の産業には、特定（産業別）最低賃
金が別に定められています。問 栃木労
働局労働基準部賃金室☎028-634-9109
／栃木労働基準監督署☎（24）7766
個人事業税の納税
内 11月は、平成26年中に個人で事業を
営まれていた方に個人事業税が課税さ
れます。納める額は、原則として所得
金額から290万円を引いた額に、事業の
種別ごとに決められた税率を乗じた金
額となります。二期分の納期限は11月
30日（月）ですので、最寄りの金融機関
で納付してください 問 栃木県税事務
所☎（23）3414
栃木県市町村総合事務組合職員採用試験
時 1次試験12月13日（日）、2次試験１
月上旬 場 栃木県自治会館（宇都宮市昭
和1丁目） 対 昭和61年4月2日～平成
6年4月1日生の方 内 職種：一般事務1
名 申 11月26日（木）までに問合先へ 問 
栃木県市町村総合事務組合☎028-625-
3011
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イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

★
お
は
な
し
フ
ェ
ス
タ

【
読
み
聞
か
せ
、
人
形
劇
】

11
月
29
日（
日
）13
時
30
分
〜
15
時

▽
テ
ー
マ

　「
お
お
き
な
お
お
き
な
お
は
な
し
会
」

　
場
所
　
大
平
文
化
会
館

　
出
演
　
市
内
の
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
対
象
　
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

　
入
場
　
無
料

　
申
込
　
市
内
図
書
館
6
館
で
10
月
25

日（
日
）か
ら
整
理
券
配
布

★
お
は
な
し
広
場【
読
み
聞
か
せ
】

11
月
14
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時

　「
3
び
き
の
く
ま
」

11
月
28
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時

　「
さ
つ
ま
の
お
い
も
」

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
り
ん
ご
の
会
』

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

11
月
21
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

　
出
演
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『

あ
ざ
み
の
会
』

　
対
象
　
赤
ち
ゃ
ん
〜
未
就
園
児

★
と
し
ょ
か
ん
民
話
の
ひ
ろ
ば

11
月
21
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

　
出
演
　
民
話
美
寿
々
会
栃
木
支
部

※
参
加
自
由

★
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

10
月
31
日（
土
）9
時
〜
19
時

11
月
1
日（
日
）9
時
〜
17
時

　
お
一
人
様
、雑
誌
5
冊
ま
で
、付
録
2

点
ま
で
提
供
。無
く
な
り
次
第
終
了

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▽
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
向
け

11
月
7
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
幼
児
向
け

11
月
13
日（
金
）、
27
日（
金
）

10
時
30
分
〜
11
時

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室

11
月
21
日（
土
）14
時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

　
紙
芝
居
　「
ゲ
ン
さ
ん
の
て
ん
の
ぼ

り
」「
へ
っ
こ
き
よ
め
」「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ

ん
ぼ
た
も
ち
」「
お
よ
め
さ
ん
に
ば
け

た
き
つ
ね
」

▽
工
作
教
室
　

　「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

　
出
演
　
ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

　
材
料
は
図
書
館
で
用
意

※
参
加
自
由

★
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

11
月
7
日（
土
）〜
11
月
下
旬

9
時
〜
19
時
30
分

　
保
存
期
間
の
終
了
し
た
雑
誌
を
提

供
。
無
く
な
り
次
第
終
了
。

★
お
は
な
し
会

11
月
7
日（
土
）10
時
〜
10
時
20
分

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
　

「
ぽ
ん
た
の
じ
ど
う
は
ん
ば
い
き
」　
他

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
た
ん
ぽ
ぽ
』

※
参
加
自
由

★
朗
読
と
琴
の
し
ら
べ

11
月
7
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

　
出
演
　
朗
読
を
楽
し
む
会

　
琴
演
奏
　
石
林
哲
子

　
定
員
　
30
人

　
申
込
　
10
月
3
日（
土
）よ
り
直
接

来
館
又
は
電
話
に
て
受
付

★
お
は
な
し
会

11
月
8
日（
日
）11
時
〜
11
時
30
分
／

 

13
時
〜
13
時
30
分

▽
テ
ー
マ「
芸
術
の
秋
」

　
紙
芝
居
　「
お
う
ち
は
ど
こ
だ
？
」

　
絵
本
　「
ど
う
ぶ
つ
い
ろ
い
ろ
か
く

れ
ん
ぼ
」　
他

★
お
は
な
し
会【
読
み
聞
か
せ
】

11
月
20
日（
金
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
テ
ー
マ「
音
・
色
」「
乗
り
物
」

　
出
演
　
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
☆
き
ら
ら
』

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会

11
月
14
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
読
み
聞
か
せ

　
絵
本
　「
せ
ん
ろ
は
つ
づ
く
ど
こ
ま

で
つ
づ
く
」

　
紙
芝
居
　「
て
ぶ
く
ろ
を
か
い
に
」

▽
折
紙
　「
お
す
も
う
さ
ん
」

11
月
28
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
絵
本
　「
サ
ン
タ
さ
ん
の
わ
す
れ
も
の
」

　
紙
芝
居
　「
サ
ン
タ
サ
ン
タ
サ
ン
タ
」

▽
折
紙「
サ
ン
タ
の
ツ
リ
ー
」

江戸時代中後期に活躍し、美人画の大家として知られる浮世絵師・喜多川歌麿（？
～ 1806）。歌麿は狂歌を通じて栃木の豪商たちと親交を結び、何度か栃木を訪れた
と考えられています。自らも筆綾丸という狂歌名を持つ歌麿の作品には、栃木の狂歌
師たちが狂歌を寄せたものが散見されます。なかでも栃木の豪商、釜喜の4代目善野
喜兵衛（狂歌名・通用亭徳成）と親交が深く、肉筆画大作《雪月花》は、その叔父に
あたる善野伊兵衛の依頼で制作されたと伝えられています。

本展では、近年になって栃木周辺で発見された歌麿の肉筆画《女達磨図》《鍾馗図》
《三福神の相撲図》（いずれもとちぎ蔵の街美
術館蔵）や、栃木の狂歌師と関わりのある作品
などから、歌麿と栃木の関わりを展観し、歌麿
の画業を初期から晩年まで振り返ります。弟
子たちの作品とともに、歌麿一門の華やかな
美の世界をご覧ください。また、歌麿と栃木を
結ぶきっかけとなった、栃木の狂歌文化の隆盛
を示す資料もあわせて紹介します。
◎担当学芸員によるギャラリートーク

11月7日（土）、22日（日）
いずれも14時～

■会 ホール　■対 未就学児入場不可　■定 
800人　■料 全席指定1,000円　■申 11月7
日（土）発売開始　■プ 市内5文化会館、
佐野市文化会館、小山市立文化センター

水森かおり　ふれあいコンサート
　12年連続紅白歌合戦出場など、抜群
の知名度と安定した人 気を誇り、デ
ビュー 20周年を迎えたご当地ソングの女
王、水森かおりのコンサート。
■日 12月13日（日）　■開 14 時 30 分 　■演 
15時　■会 ホール　■対 未就学児入場不

可　■定 1,000人　■料 全席指定5,500円
■申 好評発売中　■プ 市内5文化会館、佐
野市文化会館、小山市立文化センター、
チケットぴあ

「森麻季＆福井敬　デュオ・リサイタル」
　ソプラノとテノールの夢の共演。
■日 12月19日（土）　■演 15時　■対 未就学
児不可　■定 600人　■料 全席指定3,500
円　■申 好 評 発売中　■プ 市内5文化会
館、オオノ楽器、小山市立文化センター、
佐野市文化会館、金井楽器店

Kiroro　コンサート2015［冬］
　「長い間」「BestFriend」などのヒット曲
を持つ、人気デュオKiroroのコンサート。
■日 1月24日（日）  ■開 16時30分  ■演 17時
■会 大ホール　■対 どなたでも　■定 1,200
人　■料 全席指定5,800円※未就学児の
膝上鑑賞は1人のみ無料、席を使用する
場合は有料。　■申 好評発売中　■プ 市
内5文化会館、佐野市文化会館、小山市
立文化センター、チケットぴあ、他

しまじろうコンサート
～しまじろうとロボットのくに～

　親子でたのしめる、人気キャラクター・
しまじろうのコンサート。
■日 2月14日（日）  1回目■開 12時30分  ■演 
13時   2回目■開 15時30分  ■演 16時   ■会 
大ホール　■対 どなたでも　■定 1,200人
■料 全席指定1,960円※3歳以上有料、2
歳以下は保護者1人につき幼児1人まで

膝上無料、席が必要な場合は有料。  ■申 
11月7日（土）発売開始　■プ 市内5文化
会館、佐野市
文化会館、小
山市立文化セ
ンター、チケッ
トぴあ

ゆかりのアーティストシリーズ
前田みねり　ヴァイオリンリサイタル

　県内外で活躍する栃木市出身のヴァイ
オリニスト、前田みねりさんのリサイタル。

　［曲目］バイオリンソ
ナタ第5番「春」（ベー
トーベン）、タイスの
瞑想曲（マスネ）、初
恋（越谷達之助）ほか
■日 2月21日（日）  ■開 
13時30分  ■演 14時

喜多川歌麿　 《扇屋内花扇》
大判錦絵　寛政5（1793）年
太田記念美術館蔵　前期展示

藤岡文化会館
☎ 62-4351

喜多川歌麿展
前期：10月  3日（土）～ 10月25日（日）
後期：10月29日（木）～ 11月29日（日）

●開館時間 9時～ 17時（入館は16時30分まで）
●休 館 日 毎週月曜日、祝日の翌日（11/2、11/4、11/9、11/16は開館）

※（　）内は、20人以上の団体割引料金
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手

帳の交付を受けている方とその介護者1名は無料

料　金　表

料　金
500円（300円）

区　分
一般／大・高校生

中学生以下 無　料

岩舟文化会館（コスモスホール）
☎ 55-7055栃木文化会館

☎ 23-5678

■日=日時　■会=会場　■料=料金　■定=定員　■対=対象　■プ=プレイガイド　■申=申し込み
■開=開場時間　■演=開演時間　■問=問合先

とちぎ蔵の街美術館 ☎ 20-8228

大平文化会館
☎ 43-5232

栃
木
図
書
館

☎
22ｰ

３
５
４
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

大
平
図
書
館

☎
43ｰ

５
２
３
４

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

藤
岡
図
書
館

☎
62ｰ

４
８
８
９

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館

☎
28ｰ

０
８
０
６

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
館

☎
92ｰ

２
５
１
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
岩
舟
館

☎
54ｰ

１
９
０
０

　

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

12文化芸術のお知らせ

とちぎ蔵の街美術館（万町3－23 ／☎20－8228 ／ 　 20－8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。

FAX 
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ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センターいわふね
（☎ 55‐7920）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

大平児童館
（☎ 43‐2350）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

地域子育て支援センター
（☎23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

フォレストキッズ保育園子育て支援センター
（エンジェル／☎ 20‐0808）

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

ファミリーサポートセンター栃木
（栃木／☎25‐1040 ・ 大平／☎43‐1134）

○ファミ・サポ講習会
●日 ①11月19日（木）②12月11日（金）
各日10時～12時●場とちぎコミュニティ
プラザ●対どなたでも●内 ①笑顔いっぱ
い！楽しいふれあい遊び②冬の病気と
その予防●講 ①保育士②市保健師●定
①20組②15組（託児有り）●申随時

○スマイル・スマイル♥
●日 11月2日（月）●対 3か月～ 1歳5か月
児と保護者
○にこにこたいむ♥
●日 11月5日（木）●対 1歳6か月以上の未
就園児と保護者
♥印の共通事項●時 10時～ 11時30分
（時間内参加自由）●内親子でお友だち
つくり、秋の実リース作り
○わくわくたいむ
●日 11月7日（土）14時～15時30分（時間
内参加自由）15時まで受付●対 4歳以上
●内アイロンビーズでキーホルダー作り
○12月のママといっしょ

「みんないっしょのクリスマス会」♠
●日うさぎクラス（6～11か月児と保護者）
12月14日（月）10時30分、くま①クラス
（1歳～1歳5か月児と保護者）15日（火）
10時30分、くま②クラス（1歳6か月児
～ 1歳11か月児と保護者）15日（火）11
時15分、ぞう①クラス（2歳以上の未就
園児と保護者）21日（月）10時30分～、
ぞう②クラス（2歳以上の未就園児と保
護者）22日（火）10時30分●持うさぎク
ラス：バスタオル、ぞうクラス：クレヨ
ン●定ぞう①：20組（先着順）、他のクラ
ス：30組（先着順）
○おたんじょうび会♠
●日 12月8日（火）10時30分～●対 12月、
1月生まれの未就園児と保護者●定 20組
（先着順）●内ふれあいあそび等●費無料
♠印の共通事項●申 11月6日（金）～

○0歳親子ビクス
●日 11月16日（月）10時～ 10時45分●対
0か月～ 11か月児と保護者●定 25組（先
着順）●持飲み物、バスタオル、動きやす
い服装●申 11月2日（月）～
○のびのびひろば♥
●日 11月17日（火）●対 1歳以上の未就園児
○ぷちぷちひろば♥
●日 11月18日（水）●対 0か月～11か月児
♥印の共通事項●内 するするおイモを
作って遊ぼう！●時 10時～11時30分（時
間内参加自由）
○木のおもちゃ、カプラで遊ぼう！
●日 11月21日（土）14時～ 15時●対幼児
以上
○ぺたぺた記念日
●日 11月24日（火）、25日（水）10時～ 11
時30分（時間内参加自由）●対 0歳以上
●内手形足形、身体計測※誕生月のお友
達に写真のプレゼントあり

○肉まん＆中華スープを作っチャイナ♥
●日 11月15日（日）10時45分～13時30
分●場第五地区コミュニティセンター●対
小学生以上18歳未満●定 20人（先着順）
●内世代間クッキング交流●申 10月25日
（日）9時～受付開始（電話可）●持エプ
ロン、三角巾、マスク、開始時間までにアレ
ルギー有無確認保護者同意書を要提出
○作って飛ばそう！○△□フリスビー
●日 11月28日（土）14時～15時●対 18歳
未満（未就学児は保護者同伴）30人●内
チラシとポリ袋だけで作るフリスビー！
●申当日9時受付（電話可）

○ほんわかタイム
●日 11月5日（木）10時～11時●対 0歳児

○ベビーマッサージ♥
●日 11月5日（木）●対 0歳児と保護者●定
20組（託児あり）●申 10月22日（木）～
○赤ちゃんサロン♥
●日 11月12日（木）、26日（木）どちらか1日
●対 0歳児と保護者●定 25組●申 10月22日
（木）～
○大平南第1保育園との交流会
●日 11月6日（金）9時45分～10時30分
●場大平みなみ児童館（9時30分集合）
●対 0歳児と保護者●内保育園児との交
流と保育園見学●定 10組●申受付中
○ころころ広場♥
●日 11月10日（火）●対 1歳以上児と保護者
●内生演奏会で癒されよう！●定 30組●申
受付中
○ころころ広場♥
●日 12月1日（火）●対 1歳以上児と保護
者●内楽器を作ってクリスマスを楽しも
う●定 30組●申受付中
♥印の共通事項●時 10時30分～11時
30分
○ころころ広場♦
●日 12月8日（火）●場ゆうゆうプラザ（大平
町西野田）●対 1歳以上児と保護者●定 60
組
○赤ちゃんサロン（クリスマス）♦
●日 12月10日（木）、17日（木）どちらか1日
●対 0歳児と保護者●定 25組
♦印の共通事項●申 11月11日（水）～

○わくわくタイム
●日 ①11月6日（金）雨天時室内②20
日（金）両日10時30分～11時30分●内
①お散歩会②お誕生会（7月～12月生
まれ）●対乳幼児と保護者
○子育て講座「おやつ作り」
●日 11月30日（月）10時～12時●対 2歳～
3歳児と保護者●内食生活改善推進員
によるお話とおやつ作り●定 12組（託児
要申込）●持エプロン、三角巾、マスク
☆共通事項●申 10月26日（月）9時～（先
着順）

○よつば保育園合同おはなし会
●日 11月24日（火）●内手遊び、パネルシア
ター、人形劇など●申 11月6日（金）9時～
○すくすくタイム
◇身体計測、窓飾り制作●日 11月5日（木）
◇折り紙遊び●日 11月12日（木）
◇新聞紙で遊ぼう！●日 11月19日（木）
☆共通事項●時 10時30分～11時30分
●対未就園児と保護者●費無料

○保健師さんの話♥
●日 11月2日（月）●内冬の病気について
●対未就園児と保護者●定 15組●申 10月
26日（月）～
○親子製作
●日 11月4日（水）10時～●対 2歳以上児
の親子●申当日受付●費無料
○親子ビクス♥
●日 11月9日（月）●対未就園児（6か月～）
と保護者●定 20組●申 10月26日（月）～
○おはなし会♠
●日 11月11日（水）●場遊楽々館検診室
○ハッピィ子育て講座♥
●日 11月13日（金）●内入園準備、子ども
の生活リズム作り●対未就園児と保護
者●定 15組●申 11月3日（火）～
○親子遊び♠
●日 11月18日（水）●対 1歳児の親子
○誕生会♠
●日 11月20日（金）●対 11月生まれ
○親子ふれあい遊び♠
●日 11月25日（水）●対 0歳児の親子
♥印の共通事項●時 10時30分～11時
30分●費無料
♠印の共通事項●時 10時30分～●申 当
日受付●費無料

○歯みがき指導
●日 11月4日（水）
○11、12月生まれの誕生会

○親子ふれあい給食
●日 11月2日（月）受付10時～10時30分
●定当日5組（先着順）●費親子で800円
（離乳食あり）
○健康相談日
●日 11月16日（月）10時～12時／13時～
15時●内身体計測※午前中、助産師相
談あり（予約不要）
○双子ちゃん遊ぼう
●日 11月16日（月）10時～12時●対 未就
園児の双子と保護者または双子を妊娠
中の方●費無料※一般開放
○リズムdeポン
●日11月30日（月）受付10時（1歳6か月
未満児）10時50分（1歳6か月以上児）
●対未就園児と保護者●内音楽や楽器等
を使ったリズム遊び●費無料●申不要
○英語で遊ぼう！クリスマスパーティー
●日 12月9日（水）10時15分～11時15分
※集合時間9時50分●対 1歳3か月～
未就園児と保護者●定 35組（先着順）
●費 600円（プレゼント他）●内ネイティブ
の先生と歌やゲーム遊び●申メール受付
11月9日（月）～20日（金）15時
○赤ちゃんサロンひまわりコース
●日12月10日（木）～（木曜全4回）10時
～11時30分●対 平成27年1月～3月生
まれの乳児と保護者●内子育ての情報交
換、離乳食試食会等●費無料（給食代等
実費負担）●定 20組（先着順）●申メール
受付11月16日（月）～27日（金）15時
☆共通事項下記アドレス宛に＜件名、
保護者名、子ども名、読み仮名、生年月
日、郵便番号、住所、電話番号＞を送
信。sakura-3j＠sakura-kids.jp

○身体測定・手形の日♥
●日①11月2日（月）、5日（木）②11月4
日（水）10時30分～11時30分●対 ①0
歳～1歳6か月児②1歳6か月～未就
園児●内身体計測、手形足形

○大平児童館子どもフェスティバル
『テモンのハロウィンパーティー』
●日 10月31日（土）10時～13時30分●対
全年齢●内チャレンジコーナー、フード
コーナーなど●費無料～500円程度
○ベビービクス
●日 11月20日（金）①10時～②11時～
●対 ①ハイハイ～歩く前までの乳児の
親子②1か月検診終了後～ハイハイ前
までの乳児の親子●定 各15組（先着順）
●内音楽・リズムに合わせてマッサージ
やエクササイズ・ヨガ●費 500円●申 11
月6日（金）～●持飲み物、バスタオル
○わいわい広場
●日 ①11月13日（金）②27日（金）各日10
時30分～11時30分●対 0歳～3歳児の
親子●内 ①絵の具遊び②親子クッキン
グ●持 ②エプロン●申 ②11月13日（金）
～●費 ②あり
○天体観測
●日 11月4日（水）、13日（金）、18日（水）
19時～20時30分●対全年齢

○親子で楽しみましょう
●日 11月9日（月）●対 1歳6か月～未就園
児の親子●内絵本読み聞かせの会
○大きくなったね！
●日①11月4日（水）、6日（金）②11月5
日（木）、12日（木）●内身体計測、手形足
形、プチ誕生会、育児相談など●対 ①6
か月～1歳5か月児②1歳6か月～未就
園児●持バスタオル、測定しやすい服装
○ダンボールで遊ぼう
●日①13日（金）、19日（木）、26日（木）
②16日（月）、25日（水）、27日（金）、30
日（月）●対 ①6か月～1歳5か月児②1
歳6か月～未就園児
☆共通事項●持飲み物●定 15組●時 10時
30分～11時30分●申電話にて土日、祝
日を除く平日13時～15時

○デンタルスタッフによる相談会
●日 11月13日（金）10時～11時●内 初め
てのブラッシング●定 5組●持使っている
歯ブラシ（なくても可）●申 10月26日（月）
～30日（金）電話申込10時～●費無料
○まつぼっくりのミニツリー
●日 11月27日（金）10時～11時●内まつ
ぼっくりを使ったツリー製作●定当日6
組（先着順）●費無料
☆共通事項●対 0歳～3歳児と保護者

と保護者●内親子でふれあい遊びとお
しゃべりタイム●申当日受付
○小児歯科衛生士の話
●日 11月27日（金）10時30分～11時30
分●対未就園児と保護者●内虫歯予防と
歯の手入れ●持歯ブラシとタオル●申当
日受付
○クリスマス会
●日 12月16日（水）10時～11時●対 0歳～
3歳の乳幼児と保護者●内ViVidコン
サート●定 20組●申 11月2日（月）9時～
☆共通事項●費なし

○平成28年度学童クラブ入会説明会
●日 11月12日（木）19時～●場さくら保育
園『雲の部屋』●持スリッパ、筆記用具●申
11月11日（水）まで電話受付（土日は除く）

●日 11月11日（水）
○簡単な手作りおもちゃを作ろう
●日 11月25日（水）
☆共通事項●時 10時30分～11時30分
●対未就園児と保護者●費無料

○カレンダー作り♥
●日 ①11月9日（月）、20日（金）10時30
分～11時30分②9日（月）13時30分～
14時30分●対 0歳～未就園児●内 12月
のカレンダー作り、折り紙製作
○絵本の会♥
●日 11月30日（月）10時45分～11時15
分●対 1歳～未就園児●内紙芝居、手遊
び、歌、ペープサートなど
♥印の共通事項●定自由参加
○リトミックに参加しませんか！
●日 12月8日（火）10時15分～11時30
分●対 2歳以上児●定 15組（先着順）●持
タオル、飲み物、動きやすい服装●申 11
月24日（火）～26日（木）
☆共通事項●申電話受付9時30分～

＝日時　 ＝対象 ＝内容　 ＝講師
　＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

＝場所
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12月の集団健診日程
　～健康のために年に1回健康診断を受けましょう～

検診日当日の受付時間は、8：30 ～10：30 です。

≪急患センター終了後、問合先≫
◆栃木市消防本部
　月～土曜日の22：00以降 ☎（22）0119
　日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
 （音声ガイダンス）

≪栃木地区急患センター11月の当番医師≫

平日19時～ 22時（内科／小児を含む）
休日 9時～ 21時（内科／小児を含む）（外科）

※変更になる場合もありますので、事前に電話確
認をしてからお出かけください。
※受付は、なるべく診療時間終了30分前までに
お済ませください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急的
な診療を行う施設です。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、急患センターの正しい利用をお願いします。

【診療時間等】

【診療場所】
栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699

≪小児救急診療（0歳から中学生）≫
◆とちの木病院（大町） ☎（22）7722
　日曜日　19：00 ～ 21：00
※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町） ☎（22）2551
　木・金曜日 17：00 ～ 22：00 （要電話確認）
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内：福地（蔵の街診療所）
外：岡田（岡田皮膚科耳鼻咽喉科クリニック）
筒井（筒井医院）
内：山田（合戦場クリニック）
外（昼）：鈴木（藤岡整形外科クリニック）
外（夜）：持田（持田医院）
竹田（竹田内科小児科クリニック）
高田（高田クリニック）
青木（章）（静和医院）
玉野（たまのクリニック）
内：中村（洋）（都賀中央医院）
外：三浦（三浦整形外科）
野崎（野崎医院）
小林（こばやしクリニック）
秋元（秋元クリニック）
腰塚（学）（ちづかクリニック）
関口（弘）（関口医院）
青木（虎）（青木医院）
内：大森（うづまクリニック）
外：中野（誠）（中野病院）
川田（かわたクリニック）
盛川（サンライズクリニック）
山田（合戦場クリニック）
中坪（なかつぼクリニック）
大門（康）（大門内科医院）
江口（えぐち内科クリニック）
内：江田（江田クリニック）
外：青木（虎）（青木医院）
内：小林（こばやしクリニック）
外：大家（おおやクリニック）
長（大平ファミリークリニック）
中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）
大森（うづまクリニック）
石塚（好生医院）
内：天下井（あまがい内科医院）
外：森川（森川内科外科クリニック）
青木（虎）（青木医院）

≪とちぎ医療情報ネット≫
県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の
情報を提供するためのシステムです。
○ホームページ
「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
アドレスバーに下記のURLを入力。
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/

○モバイル版
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ子ども救急電話相談≫
お子さんの急な病気やけがについて、経験豊富な
看護師が相談に応じます。
　月曜日～土曜日　18：00 ～翌朝8：00
　日曜日・祝休日　24時間（8：00 ～翌朝8：00）
　☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

　ウォーキングに最適な季節になりました。
　ウォーキングは全身の8割を使う全身運動で、手軽
にできる健康効果の高い有酸素運動です。

日

※事前に問合先まで連絡ください。

内　容

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

11月16日（月）
12月17日（木）
  1月23日（土）

終了
11月20日（金）
12月19日（土）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

曜日 地域（会場）

※個別通知にて案内した時間にお越しください。
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4か月児健診

9か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

2歳児歯科健診

内　容

水
水
水
火
火
木
木

火
水
火
水
木
木

木
木
金
金
木
金

金
木
水

火
水
月

栃木（栃木保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
西方（西方保健センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
西方（西方保健センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）
栃木（栃木保健福祉センター）
西方（西方保健センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）
栃木（栃木保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）

栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）

11月の乳幼児健診

両　親　教　室

※個別通知にて案内した時間にお越しください。

内　容

体重測定、育児相談
ふれあい遊び、交流 11月9日（月） 11月13日（金）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

3か月児ぴよぴよ相談

11月の子育てサロン

日

9

11

16

16

曜日

月

水

月

月

内　容
むし歯予防のお話
子育て相談
子育て相談
離乳食教室
子育て相談
ベビータッチケア
子育て相談

対象者
H26.9 ～ 11月生
乳幼児（希望者）
乳幼児（希望者）
H27.3 ～ 4月生
乳幼児（希望者）
H27.5 ～ 6月生
乳幼児（希望者）

地域（会場）

藤岡保健福祉センター

岩舟遊楽々館

大平ゆうゆうプラザ

都賀保健センター

■本健康増進課 ☎（25）3511
 ☎（25）3512
■大健康福祉課 ☎（45）1788

（健康増進担当/大平ゆうゆうプラザ内）　

■藤健康福祉課 ☎（62）0904
■都健康福祉課 ☎（29）1103
■西健康福祉課 ☎（92）0311
■岩健康福祉課 ☎（55）7781

※お住まいの地域以外の会場にも参加することができます。
※「離乳食教室」「ベビータッチケア」「むし歯予防のお話」は定員30人の申
込み制です。開催日1か月前から申し込みを受付します。開催地域の問
合先まで電話にて申し込みください。

日
19
27

曜日
木
金

会　場 受付時間
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

13：30～16：30

11月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

※予約制です。事前に問合先まで連絡ください。

健康相談・栄養相談
　健康づくりや生活習慣の改善・見直しなどについて保健
師や管理栄養士等が相談を受けます。お気軽にご利用く
ださい。
※予約制です。事前に問合先まで連絡ください。

日
1
3
8
9
10
11
12
14
15
17
18

曜日
火
木
火
水
木
金
土
月
火
木
金

会　場
大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター
藤岡保健福祉センター
岩舟遊楽々館
静和地区公民館
栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館

対象
女性のみ

男女
男女

女性のみ
男女
男女
男女
男女

女性のみ
男女
男女

ウォーキング

歩幅を10～20㎝広げると身体活動量
がアップして体重が落ちやすくなります！

ウォーキングの効果を上げるには、
正しい歩き方が大切です。

★安全に運動するための注意★
①少し息がはずみ、笑顔が保てる程度で。
②息は止めず、呼吸を意識して。
③こまめに水分補給を。
④無理をせず、体調が悪いときは休む。

★歩く前後には必ずストレッチを★
 前 ウォームアップ
　筋肉を温め、関節を柔軟にするため、け
がや事故の予防になります。

 後 クールダウン
　疲労や筋肉の働きを回復しやすくします。

あごをひいて、
視線はまっすぐ
前へ 肩の力を抜く

腕は前後に
大きく振る

かかとから着地

背筋を伸ばす

地面をけり
出す感じで

歩幅は広めに

通勤や買い物などで歩くときも参考にしてみてください。

休日・夜間救急診療

成人健診等のご案内

乳幼児健診等のご案内
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（締め切り） 平成27年1月生まれ 11月12日（木）
 平成27年2月生まれ 12月   7日（月）

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・生年月日・住
所・電話番号・保護者名を記入して〒328‐8686市役
所秘書広報課へ（当日必着）。写真は返却しません。

エ   

ン    

ゼ    

ル

円仁のゆかり
「慈覚大師誕生の地」

と「大慈寺」

41

　市
出
身
の
慈
覚
大
師
円
仁（
7
9
4
年

〜
8
6
4
年
）は
、
平
安
時
代
に
活
躍
し

た
日
本
を
代
表
す
る
高
僧
で
す
。
延
暦
13

年（
7
9
4
年
）に
現
在
の
岩
舟
地
域
で
生

ま
れ
た
円
仁
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
仏
門
に

入
り
、
大
慈
寺（
岩
舟
町
小
野
寺
）に
て
修

行
を
積
み
ま
し
た
。
15
歳
に
て
天
台
宗
の

総
本
山
で
あ
る
比
叡
山
に
登
っ
た
後
、
最
澄

の
弟
子
と
な
り
、
71
歳
に
比
叡
山
延
暦
寺

に
て
入
寂
す
る
ま
で
の
間
、
第
一
線
に
て
活

躍
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
死
後
に

当
時
の
朝
廷
か
ら「
大
師
」の
号
を

授
か
っ
た
最
初
の
僧
侶
で
も
あ
り
ま

す
。　円

仁
の
功
績
と
し
て
最
も
広
く

知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
45
歳
の
時
に

唐（
中
国
）に
わ
た
り
、
現
地
で
学

ん
だ
大
唐
文
化
や
仏
教
思
想
を
日

本
に
伝
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
中
で
も
唐
を
旅
し
た
約
10
年

の
間
に
書
か
れ
た
円
仁
の
日
記「
日

唐
求
法
巡
礼
行
記
」は
、
当
時
の
仏

教
の
み
な
ら
ず
、
政
治
・
制
度
・

文
物
・
民
族
な
ど
の
文
化
を
伝
え

る
第
一
級
の
資
料
と
し
て
知
ら
れ
、

円
仁
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
駐
日

ア
メ
リ
カ
大
使
で
も
あ
っ
た
ラ
イ

シ
ャ
ワ
ー
博
士
に
よ
っ
て
広
く
世
界

に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
岩
舟
町
下

津
原
に
残
る
円
仁
誕
生
の
地
に
は
、

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
博
士
の
岩
舟
町
訪
問

髙橋　歩睦ちゃん
たかはし あゆ  む 

出井　湊ちゃん
いで  い  みなと

岡部　千帆ちゃん
おか  べ  ち　ほ

天谷　美玲ちゃん
あまがい  み  れい

宇賀神芹菜ちゃん
  う 　が  じん せり  な 

海老沼向晴ちゃん
え    び  ぬまこうせい

関口　優ちゃん
せきぐち こころ

毛塚耕太郎ちゃん
 け  づか こう  た  ろう

関澤　湊ちゃん
せきざわ みなと

加藤　藍ちゃん
  か  とう あい

星　純白ちゃん
ほし  ま  しろ

髙橋　泰樹ちゃん
たかはし たい  き  

小林　奏乃ちゃん
こ ばやし かな  の  

中村　怜嗣ちゃん
なかむら れい  じ  

高橋　優人ちゃん
たかはし ゆう  と  

坂本　善規ちゃん
さかもと ぜん  き  

中島　育人ちゃん
なかじま いく  と  

大山　裕未ちゃん
おおやま ゆう  み  

芳賀　冬馬ちゃん
は　が とう  ま  

佐野　優則ちゃん
さ　の まさ のり

川島　菊花ちゃん
かわしま き っ か

荒川　裕也ちゃん
あらかわ ゆう  や 

尾花　楓真ちゃん
  お  ばな ふう  ま  

中川　弘樹ちゃん
なかがわ げん  き   

猿橋　柚希ちゃん
さるはし ゆず  き  

安藤　叶紗ちゃん
あんどう らい  さ  

増山　煌斗ちゃん
ましやま きら  と  

五十嵐　蒼ちゃん
い   が   らし あおい

内藤　空ちゃん
ないとう そら

鵜飼　湊太ちゃん
 う  かい そう  た  

渡辺日南子ちゃん
わたなべ ひ　な　こ

▲ 慈覚大師誕生の地（市指定史跡） 
　 ここで生まれた円仁が産湯を
　 つかったと伝えられる古井戸が残る。

▲ 相輪橖
（栃木県指定有形文化財）

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

平成26年11月生まれの

　都賀地域の団体が一致団結して作り上げる、都賀を“まるごと”楽しめるお祭りです。
　「夢いっぱい　笑顔がいっぱい　腹いっぱい」をテーマにはしご車搭乗体験、ハートランド号
搭乗体験、ベーゴマ遊びや頭のよくなるボードゲームなど様 な々イベントを開催。ステージではえ
りのあミニライブやベリーダンス、郷土芸能の発表など
を予定しています。各種模擬店の出店も多数あります。
お誘い合わせの上、ぜひ遊びに来てください。

日　時：11月15日（日）9時～15時
場　所：産文通り線及び周辺施設
　　　　（ハートホール、都賀中体育館ほか）
問合先：まるまるまるごとつがまつり実行委員会
　　　　（■都産業振興課内）☎（29）1104

　子ども参加型の「田んぼ相撲」をはじめ、大人も
参加できる「俵飛ばし」、「トラクター試乗」などイベ
ント盛りだくさん！パフォーマンスステージや豪華景
品の当たる大抽選会もあり、家族揃って楽しめま
す。道の駅の『うら』に集まれ！

日　時：11月29日（日）10時～16時（小雨決行）
場　所：道の駅にしかた（西方町元）及び東側の田んぼ
問合先：にしかたふるさと祭り実行委員会事務局（■西産業建設課内☎（92）0313）

ど田舎にしかた祭り

まるまるまるごとつがまつり2015

え
ん
に
ん

に
っ

と
う
ぐ
ほ
う
じ
ゅ
ん
れ
い
こ
う
き

と
う

75 282

●

●
岩舟ゴルフ倶楽部

東北自動車道

小野寺北
小学校

小野寺

岩舟
JC

大慈寺案内図

N

を
記
念
す
る
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

　幼
少
の
円
仁
が
修
行
し
た
大
慈
寺

に
は
、
相
輪
橖
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
橖

は
8
1
5
年
に
最
澄
に
よ
り
、
法
華
経

な
ど
の
経
典
を
写
経
し
埋
め
る
こ
と
で

「
日
本
の
北
方
を
仏
法
に
よ
っ
て
守
る
よ

う
に
」と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
全
国
六

カ
所
に
建
て
ら
れ
た
も
の
の
一つ
で
す
。

後
に
大
火
で
焼
失
し
、
現
在
残
る
の
は

江
戸
中
期
に
当
時
第
96
世
智
周
法
師

に
よ
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
正
面

に
は
日
光
山
輪
王
寺
門
跡
公
覚
一
品
親

王
の
筆
で「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」の
七

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
大
慈
寺
は
、

つつ
じ
の
名
所
と
し
て
も
知
ら
れ
、
春
に

は
境
内
を
め
ぐ
る「
や
す
ら
ぎ
の
遊
歩

道
」に
沿
っ
て
約
3
0
0
本
の
つ
つ
じ
が

山
肌
を
赤
く
染
め
ま
す
。

　深
ま
る
秋
の
お
寺
を
散
策
し
な
が
ら
、

栃
木
市
の
偉
人
の
面
影
を
偲
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

☎0282-55-5775 栃木市岩舟町下津原1612

  1日（日）プリザーブドフラワーを使ったモンブランケーキ 700円
14日（土）木の実のホワイトツリー 500円
15日（日）木の実でインテリア小物作り 700円
23日（月）ハーブいっぱいのリース作り 1,000円
29日（日）生ヒバのクリスマスリース作り 2,000円

開始時間 13時30分  電話等で事前申込

とちぎ花センター 11月の体験教室

11月
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今回の大雨被害について、市内各地の被災状況と復旧
作業の様子を写真で紹介します。

水害ゴミの一時集積場となった栃木中央小校庭

広範囲にわたって水没した藤岡町部屋地区 渡良瀬遊水地内石川橋の様子

水害ゴミ回収の様子（藤岡地域） 水害による落橋（大平町榎本）

高速道路下道路の冠水（西方町本城）
地すべりによる作業所倒壊現場の

復旧作業（西方町真名子）

福祉施設の裏手で発生した土砂崩れ（都賀町臼久保）土砂の撤去作業（岩舟町小野寺）

水害ゴミ収集の様子（大平地域）

水に覆われた地域（藤岡町西前原付近）

冠水した蔵の街大通り

氾濫した巴波川（万町付近）

被災した水田（都賀町深沢）

写真特集
大雨の被害と復旧の様子
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